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第 1 号議案  

2019年度 事業報告 

 

論文審査委員会 

委員長 久保 光徳 
 

2019年度の投稿論文数は，英文誌

“Journal of Science of Design”で

は33件，和文誌『デザイン学研究』で

は44件となった．掲載件数は，論文1 8

件（英：7件，和：11件），論説2件（英：

2件，和：0件），報告26件（英：11件，

和：15件）となっている．ご投稿いた

だいた会員の皆様に御礼を申し上げる． 

また，東北芸術工科大学にて開催さ

れた日本デザイン学会秋季企画大会

（2019年9月）において「新しい論文の

かたち」と題した論文審査委員会公開

討論会を実施し，多くの方にご参加い

ただいき，ご意見をいただくことがで

きた. 

最後に，今年度も多くの先生方に論

文審査にご協力いただき，大変貴重な

ご意見やご指摘をいただいたこと，こ

の場をお借りして深く感謝申し上げる．

※以下のご協力いただいた先生方 

記（敬称略、順不同） 

Ahmad Aziz Hafiz，Chang Ikjoon，

Chang Wei-Chi, Chen Li-Hao，Hung 

Chi-Sen，Li Shu Lu，Lin Chang-Rong，

Lin Fang Suey，Loh Wei Leong，Wang 

Chao-Ming，Zhang Jue，Zheng MengCong，

青木 幹太，蘆澤 雄亮，池田 岳史，石

井 雅博，石橋 圭太，伊豆 裕一，出原 

立子，伊藤 孝紀，伊藤 俊樹，井上 征

矢，伊原 久裕，今泉 博子，岩城 達也，

植田 憲，上田 彩子，上田  一貴，内

田 康之，遠藤 律子，大鋸 智，尾方 義

人，小川 直茂，小野 健太，柿山 浩一

郎 ，片山 めぐみ，加藤 健郎，北神 慎

司，木谷 庸二，清須美 匡洋，桐谷 佳

惠，金 正和，工藤 芳彰，久保 光徳，

小山 慎一，近藤 祐一郎，境野 広志，

坂本 和子，佐々 牧雄，佐々木 尚孝，

佐藤 公信，佐藤 浩一郎，佐藤 弘喜，

白石 光昭，杉本 美貴，曽我部 春香，

曽和 英子，曽和 具之，高野 修治，田

中 隆充，田中 法博，田中 みなみ，田

中 吉史，谷本 尚子，田端 啓希，田村 

良一，寺内 文雄，中西 美和，中本 和

宏，長尾 徹，永盛 祐介，野口 尚孝，

野田 勝二，野宮 謙吾，萩原 将文，八

馬 智，原田 利宣，樋口 孝之，平尾 章

成，平田 一郎，前川 正実，村上 由美

子，村松 慶一，森野 晶人，柳澤 秀吉，

山内 貴博，山本 政幸，吉岡 聖美，李 

俐慧，羅 彩雲，渡辺 慎二 

 

作品審査委員会 

委員長 杉下 哲 
 

 「デザイン学研究 作品集 25 号

（2019）」は，作品 17件（内 6 件作品

ムービー添付）の掲載を，J-St age で

電子刊行した．全投稿数は 31 件で，採

択率は 65％であった．今回採録にいた

らなかった作品も含め，多くの投稿に

感謝する．以下の URLにアクセスして

閲覧できる． 

https://www.jstage.jst.go.jp/brows

e/adrjssd/list/-char/ja 

 募集・審査・編集・刊行の経緯は，

6/28 春季研究発表大会などでの作品

募集の告知に始まり，8/31 投稿受付終

了，9/9〜10/8 第１次審査，11/18〜

12/9第２次審査を経て，12/19 著者へ

の採録結果通知を行った．1 月下旬に

編集内容協議して正文社へ刊行作業を

依頼し，2 月に正文社からの校正依頼

や学会事務局からの掲載料請求が著者

へされ，校了を経て、3 月下旬に正文

社から刊行作業終了の報告を受け，

3/27に J-Stage上で刊行した．複数回

に審査いただいた専門審査委員の方々，

募集から審査，編集までのプロセスを

担った本委員会の委員と幹事のみなさ

まへ感謝する． 

 なお、今期（2018－2019）の 2 019 年

度は，2018年度に続き，より投稿し易

い仕組みづくりを継続的に努めたが，

投稿数などには反映されず、いたらぬ

ことも多い．次期へは，作品集投稿の

更なる活性化を，論文集などとの関係

や学会 Webサイトでの情報提供なども

含めて，引き継ぐ． 

 

学会誌編集・出版委員会 

委員長 井口 壽乃 

 
 2019 年度の特集号は, 前年度刊行が

遅れていた１企画を含め以下の３冊が

刊行された. 
26 巻 2 号（100 号）「共創・当事者デ

ザイン」（担当：岡本誠）,  27 巻 1 号

（101 号）「家具のデザインと技術：モ

ノのデザインのこれまでとこれから」

（担当：新井竜治, 石川義宗, 白石光

昭, 滝本成人）,  27 巻 2 号「社会実践

のデザイン学」（担当：横溝賢）. 各号

とも特色ある内容であり, 企画および

編集担当者の皆様には ,御礼申し上げ

る. 委員：井口壽乃, 加藤三喜, 幹事：

伊原久裕, 田中佐代子. 
 

研究推進委員会 

委員長 小林 昭世 
 

 研究推進委員会の主な活動は，1 研

究部会の活性化 2 春季研究発表大会

のテーマセッションの運営 3 秋季企

画大会における企画運営 などである．

2019 年度は以下の活動を行った． 1 

活動中の研究部会と休止中の研究部会

を区別する規則を整備した。また、新

設された農業デザイン研究部会は活動

を開始した．2 名古屋市立大学で開催

される春季研究発表大会においてテー

マセッションを募集した． テーマセッ

ションにおける新たな取り組みとして、

テーマセッションにおける２件のキー

ノート講演を実施した． 3東北芸術工

科大学で開催される秋季大会にて学生

プロポジションを実施した．なお，こ

れらの活動は岡崎委員長をはじめとす

る企画委員会と連携しながら活動を行

った．  

2019度担当理事・幹事: 蘆澤雄亮，

柿山浩一郎 

 

企画委員会 総合企画 

委員長 岡崎 章 
 

 2019年度の企画委員会・総合企画で

は，例年同様，春季と秋季の大会実施

に取り組んだ．第 66回春季研究発表大

会は，「デザインとヒト：未来に向け

て」をテーマに名古屋市立大学 桜山キ

ャンパスにおいて開催した［６月 28 日
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（金）～6月 30日（日）］．オーガナ

イズドセッションは，「先端医療から

のヒトへのアプローチ」「これからの

社会人のデザインの学び」「リビング

ラボを活用した高齢者の生活における

課題解決の手法」「デザイン学とデザ

イン科学、その本質 ～『デザイン科学

事典』編纂が意味するもの」の 4 件で

あった. 

 秋季企画大会は，「おいしいデザイ

ン」をテーマに東北芸術工科大学にお

いて開催した［11月 8日（金）～10 日

（日）］．学生プロポジションは，9 日

12:20～13:50（デザイン工学実習棟 A 

1 階）で実施し，全国から 18 校 54 件

のポスター発表が行われ，厳正なる審

査の結果，17 件に優秀賞を授与した． 

 

企画委員会 支部企画 

委員長 平松 早苗 
 

2019 年度の「教育成果集」は支部企

画として対象を全国に広げ実施した．  
2020 年度春季大会で配布の予定であ

ったが ,コロナの影響で春季大会が中

止となったため ,配布時期は秋季大会

となった． 
 

教育・資格委員会 

委員長 佐藤 浩一郎 
 

2019年度の学会活動方針の１つであ

る「研究・教育基盤の向上」のもと，

学会各委員会と連携し，具体的な施策

の計画・実行のための準備を進めた。 

2019年度は，論文審査委員会と検討

を重ね，秋季企画大会にて開催された

「論文の新しいかたち」にて参加者と

ともに新たな講習会やセミナー実施の

可能性を探った。引き続き，デザイン

学領域における教育・研究の質的向上

を高めるプログラムの実施に向けて活

動を進めていく。 

 

広報委員会 

委員長 大島 直樹 
 

 広報委員会の主な活動内容である学

会 Web サイトの更新状態を報告する． 

2019 年度(2019 年 4 月から 2020 年 3 月

まで)は学会 Web サイトにて 85 件のニ

ュースやイベント記事が投稿された．

内訳は，本部事務局による投稿が 33 件

(投稿全体の 39%)，支部・部会・委員会

などによる投稿が 52 件(投稿全体の

61%)であった．2018 年度における投稿

総数は 80 件だったため，2019 年度は

2018年度と比べて 5件ほど投稿数が増

加した．また 2018 年度における本部事

務局と支部・部会・委員会などによる

投稿件数の比率は 60%と 40%だった．

このことから，この 2 年間における投

稿状態はほぼ横ばいといえる． 

また 2017 年度より開始した「会員の

著書」は，2019 年度は新たに８件を追

加し，合計 21 件となった．201 8 年度

における会員の著書の追加掲載は 4 件

だったことから，増加傾向にあるとい

える． 
ニュースやイベントの投稿および会

員の著書への申請などを促すことで，

会員の学会活動の活性化が望まれる． 
 

財務委員会 

委員長 生田目 美紀 
 

 2018年度の学会一般会計の収入は，

およそ4500万円であり，繰越金を除い

た収入に対する会員の会費収入は約

67％を占めている．また，支出におい

ては，繰越金を除いた実質支出割合は，

本部事局経費が約36%，学会誌編集出版

関連経費が約39％を占めている． 

 こうした状況下，財務委員会の使命

は，新たな財源の確保や支出の圧縮を

進める事であるが，収支計画に係る会

員数のタイムリーな把握と会員管理の

ための経費削減を目指し「会員管理シ

ステム」等について，他の委員会との

情報交換を開始した． 

 

市販図書企画・編集委員会 

委員長 加藤 健郎 
 

 本年度は，日本デザイン学会編『デ

ザイン科学事典』（丸善出版，松岡由

幸編集委員長）を刊行するとともに，

同事典に関する各種イベント（日本デ

ザイン学会春季大会オーガナイズドセ

ッション，Design シンポジウム 201 9

における基調講演・パネルディスカッ

ション，デザイン塾～デザイン科学は

『令和』時代の エスキースを描くか？ 

～）などを企画・実施した．執筆・編

集・イベントに関わられた全ての方に

謝意を示す．2019 年度 委員：佐藤浩

一郎，幹事：蘆澤雄亮． 

 

2019年度 

春季研究発表大会実行委員会 

実行委員長 國本 桂史 
 

 日本デザイン学会第66回 春季研究

発表大会（大会長：郡 健二郎）は2019 

年６月２８日(金)～３０日(日)，名古

屋市立大学 桜山キャンパスを会場に，

名古屋市立大学の共催および名古屋市

の後援で行われた．３日間の事前参加

登録者数は474名,当日参加者数は11 1

名,合計来場者数は585名となった． 

 大会テーマを『デザインとヒト：未

来に向けて』とし，デザインが対象と

する「ヒト」,そして「デザイン」と「ヒ

ト」の関係をこれからの未来に対して ,

新たに考えていくこととした．大会の

メインモチーフとして名古屋城の象徴

である金鯱を利用した． 

 

大会初日は國本桂史 名古屋市立大

学，松岡由幸 日本デザイン学会会長

の開会の辞とともにスタートした． 

 基調講演には郡 健二郎氏（名古屋

市立大学 理事長・学長）をお招き
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し，『デザインとヒト：未来に向け

て』というテーマでご講演いただい

た．専門分野である医療における多様

な研究を例としてデザインとヒト・ヘ

ルスケアがこれからヒトの未来に向け

てどのように関わりを持っていくかを

お話しいただいた． 

 

基調講演（郡 健二郎氏） 

 エクスカーションは,名古屋市昭和

区桜山町にあった老舗洋菓子店「喫茶

ボンボン」を経営していた先代が昭和

３０年代につくった昭和レトロな雰囲

気の飲食街「ボンボンセンター」を中

心に桜山界隈の散策を楽しんだ． 

 

エクスカーション 

 第２日目,３日目は,２７６件の研究

発表と４つのオーガナイズドセッショ

ンを実施した．口頭発表では１６分野

に加え，５つのテーマセッションが設

けられ，１７０件の発表があった．様々

な工夫により，活発な議論が行われた． 

 ポスター発表は１０６件となり，本

部棟にて２日間にわたり実施された．

会場内では熱心に討議する姿が見られ

た . 

 

 ポスター発表 

 

 

ポスター発表 

オーガナイズドセッションは下記４

テーマを実施した． 

 セッションＡ「先端医療からのヒト

へのアプローチ」（オーガナイザー：

國本桂史）では，リモート・サージェ

リック技術・ＶＲ技術・ＭＲ技術・手

術支援ロボット技術のような「医工統

合」としてのヒトと医療とデザインの

新しい関係の取り組みを紹介し,そこ

から進化する精緻な医療・ヘルスケア

の未来について議論がなされた. 

 

オーガナイズドセッションＡ 

 セッションＢ「これからの社会人の

デザインの学び」（オーガナイザー：

山崎和彦）では，社会人のためのデザ

イン教育を推進している５名のパネリ

ストと会場の参加者で「これからの社

会人のデザインの学びに」ついてディ

スカッションをしていただき ,一つの

方向性をまとめる議論がなされた. 

 

オーガナイズドセッションＢ 

 セッションＣ「リビングラボを活用

した高齢者の生活における課題解決の

手法」（オーガナイザー：金井宏水）

では，高齢者の生活における課題解決

オーガナイズドセッションＣ 

のための手法を紹介する３つの教材

（３種類の冊子）を提供しながら,その

教材をベースにした勉強会がなされた.  

 セッションＤ「デザイン学とデザイ

ン科学,その本質〜『デザイン科学事典』

編纂が意味するもの）では，本事典の

編纂を通じて学んだデザイン学・デザ

イン科学の位置づけ,デザイン科学の

枠組み,歴史的変遷,学術としての現有

課題などについて解説し,今後デザイ

ン学とデザイン科学がデザインの現場

や社会に有益と実感できるために我々

が何をなすべきかについて議論された. 

 

オーガナイズドセッションＤ 

 懇親会は２９日(土)，メルパルク名

古屋にて行なわれ,約１２０名の多く

の参加者を迎えた.会場では会員間の

交流や情報交換の様子が見られ,親睦

を深めることができた. 

 

懇親会の様子 

 また，厚生会館(西)１階にて企業７

社によるデザイン,ものづくりの事例

を展示し，一般の方にもご覧いただけ

る企業展示を実施した.  
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 今大会には，学会員や学生の皆様に

多数参加いただき，出展企業・自治体

の皆様には開催に向け様々なかたちで

ご協力をいただき，松岡会長はじめ理

事会，本部事務局の皆様にも多大なる

御支援をいただき，大盛況で終えるこ

とができ心より御礼を申し上げ，開催

報告といたします． 

 

閉会式の様子 

 

2019年度 

秋季企画大会実行委員会 

実行委員長 柚木 泰彦 
 

2019 年度日本デザイン学会秋季企画

大会は,東北芸術工科大学を幹事校と

して,2019 年 11 月 8 日(金)から 11 月

10日 (日)の日程で開催された .また ,

秋季企画大会と同時開催の形で日本デ

ザイン学会第 1支部大会を開催した。

参加者は約 150名であった. 

令和元年を迎え,本大会では未来をポ

ジティブに切り拓くためのテーマとし

て「おいしいデザイン」を掲げた.「お

いしい」という言葉は単に「味がよい」

という意味に留まらず,「ここでしか味

わえない魅力」「自分も幸せ,みんなも

幸せ」など幅広い解釈もできるととも

に人々の感覚の奥深いところに響く魅

力や価値を表しているととらえ,ここ

山形市を舞台に地域を元気にするデザ

インを見つめ,未来を語り合う機会を

用意した.大学内での企画に加えて,山

形市内を巡るフィールドワークを取り

入れ,第１支部で開催する大会の特徴

である「街に出る」コンセプトを踏襲

するプログラム構成とした.また,大会

を支える人員や予算に限りがあるため,

手間や経費のかからない大会運営を心

掛けた.主なプログラム概要を以下に

記す. 

□大会初日(11/8｜金) 

1) 開会式・表彰式 

松岡由幸学会長からの開会挨拶の後 ,

以下の通り,各賞表彰及び授賞式を行

った. 

・功労賞：清水忠男氏,青木史郎氏 

・年間論文賞：森下あおい氏,中村顕輔

氏「シニア・ファッションに向けたデ

ザイン画の基準体形像」 

・年間作品賞：林 秀紀氏,櫛 勝彦氏

「教育効果のある木育玩具のデザイン

開発」上野明也氏「トポロジー最適化

を利用したキッチンカーの開発」 

2) 基調講演 

東北芸術工科大学中山ダイスケ学長

より大会テーマと同じ演題での基調講

演をいただいた.首都圏の大学とは全

く異なった状況に大学をあげて奮闘す

る取り組みを紹介しながら「おいしい

デザイン」を「新しい豊かさ」ととら

え,これからの時代に求められる芸術

大学の役割,デザインの視点について

熱く語られました. 

 

基調講演（中山ダイスケ氏） 

3) 出版記念講演 

日本デザイン学会松岡由幸会長より

「デザイン科学事典」(学会編/丸善出

版)の概要を紹介いただくとともに,そ

の編纂を通じて得られた,学会が取り

組むべき今後の課題についても言及さ

れた.上記 2 つの講演は公開プログラ

ムと位置づけ,広く市民,学生にも聴講

いただいた. 

□大会 2日目(11/9｜土) 

4) ライトニングトーク 

研究発表の枠にとらわれずに自由な

視点で自らのデザインに関する考えや

実践について発表した. 

本学会の会員だけでなく,地域で活躍

されている工業技術センター職員,個

人事業主の方も含め,計 12 件の報告が

行われた。 

大会テーマ「おいしいデザイン」に関

連する発表も多く見られ,食とデザイ

ンの関係性,「おいしい」の解釈の幅の

広さを感じさせる時間となった .また ,

東北芸術工科大学プロダクトデザイン

学科学生によるグラレコチーム（指導：

稲村理紗氏｜まちづくりファシリテー

タ）が各発表の概要に対するグラフィ

ックレコーディングを行い,その記録

をもとに活発なレフレクションの時間

を持った. 進行：酒井 聡 

 

ライトニングトークの様子 

 

ライトニングトークのグラレコ 

 
ライトニングトークのリフレクション 

5) 学生プロポジション 

デザイン学研究の普及を目的に「学生

プロポジション」展覧会(ポスターや成

果物の展示によるインタラクティブ発

表)を実施した.全国 18 校から参加し

た 54名の学生が前・後半に別れてポス

 
学生プロポジションの様子 1 
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ター発表を行い,活発な質疑応答や意

見交換を行った.厳正なる審査の結果 ,

今年度は 54件の発表のうち 17 件に優

秀賞を授与した. 担当：藤田寿人,岡崎 

章,加藤健郎,細谷多聞 

 

学生プロポジションの様子 2 

6) 討論会「新しい論文のかたち」 

デザイン実務そのものを研究対象と

し、実質的な成果・知見・経験の言語

表現の可能性を有する 

デザイン学における「新しい論文のか

たち」を目指した討論会を開催し,活発

な議論が行われた. 進行：久保光徳 

7) フィールドワーク「おいしい山形を

探そう！」(会場：山形市内「gura」) 

社会人と学生混成の 6チームを結成し,

チーム毎にテーマを決めて山形市七日

町周辺においてフィールドワークを行

った.フィールドワークの始めに,東北

芸術工科大学 建築・環境デザイン学科

教授 志村直愛氏より,山形市の成り立

ちについて事前レクチャーを受けた .

また,東北芸術工科大学学生が各チー

ムのローカルナビゲータとして街中を

案内し,地域住民との有意義な交流を

支援した. 進行：長田純一 

 

フィールドワークのオリエンテーション 

□大会 3日目(11/10｜日) 

8) フィールドワーク成果発表会 

チームそれぞれに.感性豊かな視点か

ら思い思いに「おいしい」を映像表現

でまとめ.魅力あるプレゼンテーショ

ンと示唆に富んだ意見交換の機会とな

った.前日のレクチャーをされた志村

直愛氏にもコメンテーターとして参加

いただいた. 進行：長田純一 

 
フィールドワーク成果発表 

なお、企業展示は、株式会社 To o、株

式会社エーアンドエーブックスの 2 件

であった. 

文末にはなりますが,ご参加いただい

た皆様,開催にあたってご協力いただ

いた皆様に感謝の意を表すると共に ,

会員の皆様の益々のご発展を祈念し ,

開催報告といたします. 

■大会実行委員長：柚木泰彦、副実行

委員長：酒井 聡、実行委員：藤田寿人、

長田純一  

■日本デザイン学会第 1 支部長 横溝 

賢、副支部長 原田 泰 

■大会 website : 

https://www.tuad.ac.jp/jssd19f/ 

 

学会各賞選考委員会担当 

担当理事 山中 敏正 
 

 昨年度の学会各賞選考結果を，ご報

告いたします． 

＜年間論文賞＞ 

・森下あおい，中村顕輔 

シニア・ファッションに向けたデザイ

ン画の基準体形像（ vol.65, no.3, 

pp43-48, 2019） 

＜年間作品賞＞ 

・林 秀樹，櫛勝彦 

教育効果のある木育玩具のデザイン開

発（Ｂ類）（vol.24, no.1, pp24-29, 

2019) 

・上野明也 

トポロジー最適化を利用したキッチン

カーの開発（Ｂ類）（vol.24, no.1, 

pp2-5, 2019)＜功労賞＞ 

以下の 2名の先生方が受賞されました． 

・清水忠男 

・青木史郞 

 なお，昨年度の度学会各賞選考委員 

会の構成は，以下の通りです． 

委員長：庄子晃子 

委員：青木弘行，杉山和雄，原田昭，

松岡由幸，宮崎清，宮内悊，森典彦，

山中敏正 

 

Design シンポジウム担当 

担当理事 小林 昭世 
 

 本シンポジウムは，日本デザイン学

会をはじめ，デザインや設計を上位概

念とする日本機械学会，精密工学会，

日本設計工学会，日本建築学会，人工

知能学会により，デザイン・設計領域

における知を総合する目的で会議を隔

年開催している．2019 年度は，11/16 -

17に当学会が幹事学会として，慶應義

塾大学において，基調講演，研究発表，

パネルディスカッションなどによる会

議を開催した．なお，前日にデザイン

関連学会シンポジウムを連携して開催

した． 

 本学会からの委員は，松岡由幸，加

藤健郎，小林昭世，永井由佳里，小野

健太．永盛祐介 

 

IASDR担当 

担当理事 山中 敏正 
 

 IASDR2019 Manchester Metropolitan 

University 大会を開催する年であっ

た.Lin-Lin Chen 会長のもとでの第 1

回の理事会を 5 月 14 日にオンライン

で開催し,会長の方針,Manchester 大

会の進捗状況,2018 年大会の開催結果

や財務状況などを確認した. 

会長から Design Declaration Pre-

Summit について報告があり,IASDR と

しての対応を協議したが,積極的に関

わるというよりも IASDRは研究活動の

支援を主軸に動くという方針とした． 

さらに,2021 年大会の開催校を募るた

めの Congress Invitation を検討し

たが,平行して香港理工大学（李健杓学

部長）から開催できるという意向があ

ることを報告し,2021 年度は香港理工

大学で開催する方向を探ることとした.

また，再構築した webの状況を確認し ,

必要な修正を指摘した． 

9 月には,Manchester Metropolitan 

University において,IASDR2019 を開

催した.Full Paper 167, Short Paper 
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56, Workshop 11 が採択され，270 名

の参加者があった.大会最終日に,202 1

年大会が香港理工大で 12 月 5-9 日の

予定で大会テーマは“WITH DESIGN: 

REINVENTING DESIGN MODES”として開

催されることがアナウンスされた.ま

た,大会が例年よりも早く,かつ会長選

挙の段取りのための理事会が少なかっ

たため,会長選挙を大会の理事会で行

わず,別途実施することが決定された .

会長は理事の中から選ばれることから,

理事の一覧を確定した.選挙管理委員

長は,前会長の李健杓氏が選ばれた. 

CID: Tung-Jung Sung, Fong-Gong Wu 

DRS: Peter Lloyd, Martyn Evans 

DS: Claudia Eckert, Jean-Francois 

Boujut 

JSSD: Toshimasa Yamanaka, Kenta Ono 

KSDS: Byung-Keun Oh, Tek-Jin Nam 

CO-OPT: Lin-Lin Chen, David Durling 

11 月,理事から会長候補の立候補を

求 め ,David Durling, Toshimasa 

Yamanaka が立候補した.その後，両者

の Vision Statement ならびに研究業

績を候補者が確認し,非公開投票の結

果,12月 17日 Toshimasa Yamanaka が

会長に選ばれた. 

 

日本学術会議 

第一部/人文・社会科学 

前担当理事 小林 昭世 
 

 日本デザイン学会を含む16学会より

なる藝術学関連学会連合は，シンポジ

ウム開催を主な活動としている． 2019

年度は，意匠学会をオーガナイザとし

て，6月8日(土)，国立国際美術館（大

阪）にて，第14回公開シンポジウム「ア

マチュアの領分」を開催した． 

 

横断型基幹科学技術研究団

体連合 

担当理事 蘆澤 雄亮 
 

 本学会では，横幹連合が 2018 年度よ

り「コトつくり至宝発掘事業」の一環

として実施している「コトつくりコレ

クション」の運営に関して積極的に協

力を行っている．2018年度は 5 件のコ

トつくりが選出された．2019 年度は昨

年度と同様にコトつくりコレクション

の運営に対して積極的に協力を行った

結果，2 件のコトつくりが選出され，

総会での報告および横幹連合のホーム

ページ内にて発表が行われた． 

 

日本工学会 

担当理事 小野 健太 
     

 日本工学会は，約 100学協会により

構成される工学系学術団体である．主

に事務研究委員会を通じて，会員学協

会の話題提供や学協会運営などに関す

る最近の情報交換を行っている． 

 2019年 12月 4日に東京大学 伊藤国

際学術研究センターで開催された「令

和元年度日本工学会 会長懇談会」に松

岡会長にご参加頂き，他学協会との連

携および情報収集を行って頂いた． 

 また 2020年 1月 23日に御茶ノ水ソ

ラシティカンファレンスセンターで開

催されたシンポジウム「日本工学会・

学術著作権協会 共催シンポジウムオ

ープンサイエンス時代の学会誌出版の

在り方を模索する」に久保論文審査委

員長にご出席頂き，今後の論文集の在

り方について情報収集を行って頂いた． 

 

機械工業デザイン賞審査委

員会担当 

担当理事 小林 昭世 
 

 日刊工業新聞主催の機械工業デザイ

ン賞に日本デザイン学会賞が 2 018 年

度より創設された．2019年度は３月ま

でに応募を受け付け，７月までに第 4 9

回機械工業デザイン賞審査を行った．

日本デザイン学会賞は「システムキー

ボックス KBS-100シリーズ，グローリ

ーAZシステム」が受賞した. 

 

第１支部 

支部長 横溝 賢 
 

 第 10回第１支部研究発表大会は，東

北芸術工科大学が幹事校となり，全国

大会である秋季企画大会と合同で

2019年 11月 8日（金）〜10日 (日)の

日程で開催された．本大会では学生と

参加者が交流できるアカデミックプロ

グラムとして次の４つ企画が用意され

た.（１）ライトニグトーク 
（２）学生プロポジション 
（３）討論会「新しい論文のかたち」 
（４）フィールドワーク（以下、FW）  
このうち第１支部では FW の企画運

営を担当した .第１支部は地域に開か

れた学会活動を形づくることを大切に

している .本年度もこの支部コンセプ

トを継続し,山形のまちを学生・社会人

混成グループ（６グループ／１グルー

プ＠5〜６人）でぶらぶらと歩くことか

ら ,食に限らない山形のおいしいを伝

える映像記録の制作に取り組んだ .こ
の企画は名古屋での春季研究発表大会

における支部会ミーティングの協議内

容をもとに ,東北芸術工科大学の運営

チームの手によって計画された . 

今回の FW の特徴は、個々人がまちを

歩いて見て感じた情報を集め,「山形の

おいしい」伝える物語として映像作品

を再構成する「映像 KJ 法」という新た

なデザインアプローチを実践した. 
各グループは 11 月 9 日（土）の 15：

00 ごろに活動拠点である地域交流レ

ストラン Gura を出発し,まちに出た .お
のおの自分たちの行きたいところを

FW し,スマートフォンやノートを使っ

て五感に響く事象を記録した .各グル

ープ,17：00 には再び活動拠点に戻り、

各自の記録情報の確認・集約から映像

作品のコンセプトづくりをおこな

い,17：30 には初日の活動を終了した .
あとは各グループで映像制作を遠隔で

共同して進め,翌 11 月 10 日 10：00〜
11：20 に FW の成果発表会を実施した .  
個々人の記録を持ち寄って遠隔で映

像作品を編集するという KJ 法的な試

みは,多様なアプローチを生み出した .
たとえば個々人で映像作品を完成させ ,
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それらをオムニバスとして編集し ,映
像とナレーションを組み合わせて発表

したグループ.映像と模造紙（活動記録

の学びをまとめたもの）を組み合わせ

て発表したグループ .個々人の映像を

インスタグラムのストーリーズにアッ

プ .それらをキーノートスライドに並

列して映像作品を完成させたグループ

などである. 

このように,FW に映像という記録手法

を導入することで ,山形のまちが多角

的かつ奥行きをもって描き出され ,F W
参加者だけでなく参加できなかった人

も含めて ,映像の世界観に没入して町

の魅力を味わうことができた .それと

同時に、映像、遠隔という制約により ,
情報を整理・編集するあらたな知恵や

技が見られ,映像 KJ 法の可能性を呈示

することができたと考える .今回の経

験を今後の支部大会にも役立てていき

たい. 
第１支部会ウェブ：

https://www.tuad.ac.jp/jssd19f/ 
大会実行委員長：柚木泰彦、副実行委

員長：酒井聡、実行委員：藤田寿人、

長田純一（東北芸術工科大学） 
第１支部長 横溝賢、副支部長 原田泰 
 

第２支部 

支部長 平松 早苗 
 

第２支部の会員に限定して作品を

応募した 2018 年度「教育成果集」は ,1 7
学校 26 点の作品を掲載し、201 9 年度

春季大会にて,大会参加者に配布した．

 
2018 年度「教育成果集」より 

2019 年度の「教育成果集」は全支部

対象の企画として実施し ,第２支部で

取りまとめを行っている．6 月下旬に

発行予定である． 
 

第３支部 

支部長 黄 ロビン 
 

 第３支部では今年度も会員交流と研

究・デザイン活動の活性化を目標とし

て，下記の事業を実施した． 

1. 第 3 支部研究発表会概要集 
今年度第 15 回目の第 3 支部研究発表

会は金沢美術工芸大學で開催する計画

を予定されたが,残念ながら COVID-1 9
（新型コロナウイルス）のために中止

になった． 
優秀発表賞の選出・表彰並びに懇親会

などは取り消したが ,事前に投稿され

た口頭発表 16件,ポスター発表 1 4 件の

研究は計画通りのまま印刷・出版され

た． 

2.第 3 支部報告集 
 支部会員日頃研究活動やデザイン活

動の発表の場として一昨年度から発足

した「第 3 支部報告集」では，名古屋

学芸大学中西正明氏の「産学連携に備

えた文系デザイン系学生への建築教育

方法の研究」，及びに富山短期大学篠田

隆行氏の「ソーシャルデザインの構築

に向けた公共図書館の課題と展望」，計

二篇の研究論文が投稿し，第 3 支部研

究発表会概要集と一緒に出版された． 

3.日本デザイン学会奨励賞第 3 支部 
 学生の表彰制度について，第 3 支部

所属各教育機関において優秀な研究・

制作活動を行った学生・大学院生を対

象とした「奨励賞」を平成 25 年度から

スタートした．学部・大学院各 2 名枠

での会員推薦する形式によって，椙山

女学園大学の大羽美宇・家崎紗依・小

川紗英・渡辺実涼,金城学院大学の眞金

遙、名古屋学芸大学の道前知佳・山本

悠真と院生の神谷啓士郎・樋口誠也 ,愛
知産業大学の小野広喬 ,名古屋工業大

学の山口洸貴・豊福拓歩,名古屋市立大

学の山木美穂・川島芽衣と院生の茅野

洋平 ,福井工業大学の吉村研人と院生

の高橋紀子・松原かおり,数多くの学生

が表彰された． 

4.第 3 支部ウェブサイトの運営 
 第 3 支部その他の活動について ,す
べての情報を支部ウェブサイトに公開

している．詳しい情報については

「http://jssd3b.jp/」を参照いただきたい  
 

第４支部 

支部長 久保 雅義 
 

2019年度 JSSD 第四支部 秋期研究発

表会に関して 

■開催期間  2020 年 02 月 01 日

(土)9:30-18:00  

■会場 京都女子大学 京都市東山区今

熊野北日吉町 35  

■テーマ「変わるデザイン・変わらな

いザイン」 

参加者は,松岡学会長はじめ他支部の

会員,第四支部の会員及び学生と多岐

にわたり盛況だった.昨年(2019 年)は,

バウハウスが誕生してから百年が経っ

た記念すべき年.バウハウスは 1 919 年

から 1933年の僅か 14年間の総合芸術

教育研究活動であった.その功績は非

常に大きく,モダンデザインの礎を築

き,今もなお世界中の建築、デザインに

多大な影響を及ぼしている.201 9 年度

JSSD 第四支部本研究発表会では,令和

の時代を迎えて大きく変化するデザイ

ン環境を今一度俯瞰し,バウハウスの

精神にも立ち返り, “変わるデザイン・

変わらないデザイン”について考えて

みることにした.多様な研究者のそれ

ぞれの目線で次代を見据えて,変わる・

変わらなければならないデザインとは

…,変わらない・ずっとまもり続けるデ

ザインとは…について,積極的な論議

が出来た. 

■研究発表タイトルと発表者（所属略） 

1.開会あいさつ 変わるデザイン・変

わらないザイン-バウハウスから現代

を俯瞰/久保実行委員長 

2.水害時におけるコミュニティ連携と
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移動方法のデザインに関する考察/佐

藤静香、前川正実 

3.Web サイトにおける UX・UI の研究 /

野村夢乃、山岡俊樹 

4.抽象の今/水野忠陽 

5.女子大生の洋服コーディネトと色組

み合わせが与える印象/櫻井海晴,山岡

俊樹 

6.メンタルモデル構築に関する 3 種類

のモデルの有効性の検討/平城希望,山

岡俊樹 

7.<Object>Innovation Number. 

 Improvement Number形式による革新

と改善の集約の試み/新家敦 

8.グループでアイデアを生み出すため

の創造的な活動過程の考察/富田咲希 ,

前川正実 

9.百貨店の今後についての考察/境明

悠、山岡俊樹 

10.画面の見やすさ実験と許容範囲測

定法有効性/増山未柚,山岡俊樹 

11.マニュアルにおけるヒューマンエ

ラーの分類と操作説明動画に関する研

究/益本佳歩,山岡俊樹 

12.バイタルサインを利用した脱水症

状予防アプリケーションの提案/辻村

真太郎,益岡了 

13.バイタルサインを用いた中小企業

の事業者と労働者のためのストレス軽

減アプリの提案/辻村真太郎,益岡了 

14.デザイン活動(教育)は知的障害を

持つ方々に寄り添えるのか./楢原靖 

15.クラシックバレエにおける体幹伸

展動作に対する意識調査 

/権野めぐみ,野村照夫,来田宣幸 

16.ユーザの要求事項に基づく石鹸の

サービスデザイン提案/松井彩,山岡俊

樹 

17.次世代のユーザに向けた日本茶関

するデイン提案/平坂月奈,山岡俊樹 

18.対象者の意識と無意識に効用する

情報を制御統合するデザインメソッド

/中川志信、董然 

19.キャラクターマーケティングにお

けるキャラクター制作方法についての

検討/片桐菜絵,山岡俊樹 

20.京都市内のバスシテムに関する調

査報告とコンセプトの構築/山内優季 ,

青沼紗央,岡本晶,貴傳名彩香 ,佐藤静

香、田中郁乃,冨弥志穂菜、広瀬紗也 ,

前川正実 

21.つながるバスシテムの提案/岡本晶,

青沼紗央,貴傳名彩香,佐藤静香,田中

郁乃,冨弥志穂菜,山内優季,前川正実 

22.メンタルモデルのバリエーション

の検討/大森るな，中尾桃子,山岡俊樹 

23.物語を用いたマニュアルにおける

感情とメンタルモデル構築に関する検

討/花谷美里,山岡俊樹 

■基調講演 平田智彦氏 HYPHENATE

代表取締役（元 ziba tokyo 代表取締

役）16:30-18:00 

これまでの平田氏のデザイン活動に

ついて,バウハウスに影響を受けデザ

イン活動を開始した頃から今日の

HYPHENATE 立ち上げまでの実際を話し

て頂き,変わるデザイン・変わらないザ

インを具体的に提示された.HYPHENAT E

では,「美しい体験を創る」をミッショ

ンに,プロダクト・UI・サービスデザイ

ン,リサーチとビジネス創出を対象に

ziba から離脱し新しいスタートを切

ったと説明があった.また,講演後活発

な質疑があった.  

研究発表の様子  

平田氏の基調講演 

■交流会 18:10-19:30 平田氏、松

岡会長も含め多くの参加者があり,活

発に交流を行った. 文責 久保雅義 

                              

第５支部 

支部長 田村 良一 
 

令和元年度は，2006（平成 18）年度

から実施してきた「研究発表会」と，

2008（平成 20）年度から実施してきた

「学生デザイン展」を統合して，「第

5 支部発表会」を下記のとおり開催し

たので報告する． 

令和元年度 第 5支部発表会 

会場：西日本工業大学小倉キャンパス 

日時：令和元年 11月 23日（土・祝日） 

9：45～19：00 

本発表会は，西日本工業大学・小倉

キャンパスを初めての会場として， 11

月 23日（土・祝日）の終日，実施した．

口頭発表形式 43件，ポスター発表形式

2 件の計 45 件の研究発表，13 件のラ

イトニングトークの合計 58 件の発表

があった．第 5支部の会員，学部生や

大学院生のみならず，遠くは第１支部

の会員，学生の参加，発表があり，多

様な研究テーマのもと，活発な発表会

を開催することができた．なお，ライ

トニングトークは懇親会と同一の会場

を使用し，懇親会と連続するかたちで

実施した．リラックスした雰囲気のな

かで発表，参加者相互に研究情報の交

換や親睦を深めることができた．また，

発表者や実行委員の負担軽減，今後の

多様なコンテンツの掲載に向けて，こ

れまでの PDF原稿による概要集ではな

く，MediaWiki を用いた Web 上での編

集を試みた．二つの試みともに好評を

博したことから，今年度も同様のプロ

グラム構成やシステム活用を予定して

いる． 

 
口頭発表の様子 

 
ライトニングトークの様子 
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最後に，発表および参加いただいた

皆様，運営に携わっていただいた皆様

に，改めて厚く御礼を申し上げる． 

令和元年度 第 5支部発表会 

https://design.kyusan-u.ac.jp/jssd5th/ 
 

本部事務局 

本部事務局長 佐藤 弘喜 
 

 2019 年度末の会員数は，正会員

1,445 名，学生会員数 232 名，名誉会

員 71名，賛助会員数 30件，年間購読

会員 46件となっている．正会員と学生

会員を合わせた会員数は 1,677 名で，

昨年の同時期（1,792 名）と比較して

115名の減少となった． 

 昨年度は，年度末に社会的に深刻化

した新型コロナウィルスの問題で事務

局の対応や理事会活動など,本部事務

局の業務が大きな影響を受けた.運営

委員会や理事会もメール審議またはオ

ンライン会議で実施することとなった.

春季大会の中止が決定したことで,総

会をどのように開催するかが課題とな

り,その実施方法の検討を進めてきた .

今後もこの問題に配慮しつつ学会活動

が停滞しないように,事務局としての

対応を検討する必要があり,その対策

の一つとして,学会として Web 会議シ

ステムの導入を計画し,準備を進めて

いる. 

また,従来から課題となっていた本部

事務局業務の効率化のため,会員管理

システムの導入を検討してきた.財務

委員会とも協議し,システム提供会社

に説明会の開催を依頼して具体的な機

能などシステムの概要を確認した.基

本的には本年度中に導入したいと考え

ているが,その導入には十分な準備作

業と習熟が必要であることから,導入

手順などについて,現在も継続的に検

討を進めている. 

今回の新型コロナウィルスの問題で ,

本部事務局職員の安全を考慮して交代

制勤務にするなどの対応を行ったが ,

事務局作業への影響は最小限に留めら

れたと考えている.今後も柔軟な対応

で会員サービスの維持向上に努めてい

きたい.  

 

教育部会 

主査 金子 武志 
 

 2019年度の教育部会では下記の,デ

ザイン教育研究会を企画し開催を予定

していたが,新型コロナウィルス感染

症拡大防止のため中止となった. 

当部会の研究会はデザイン学会の所

属に関係なく,誰でも自由に参加が可

能な場として,教育現場に携わる先生

方をはじめ,デザイン・教育に関心のあ

るクリエーターや現役学生 ,一般の

方々に向け,誰にも分かり易く親しみ

あるテーマ内容を準備し企画している. 

今回の企画はモノとコトの関係性に興

味を持つ関係者に大いに刺激となる内

容を目指し人選と準備を進めた.研究

会では発表後に登壇者と参加者による

ディスカッションも予定していた.残

念ながら開催は中止せざるを得ない状

況となったが,次年度に再び同テーマ

による研究会の再調整を予定している. 

＜活動概要＞デザイン教育研究会の企

画 

2020年3月18日（水）18:00〜20:00 

会 場：日本デザイン福祉専門学校 

学生ホール （東京都渋谷区千駄ヶ谷

5-7-3 ,1階） 

発表者：中川 英之（gallery 坂 オー

ナー） 

テーマ：『 蒐集についての一考察 ～ 

モノとの縁、ヒトとの縁 ～ 』 

発表概要：なぜ、人は蒐集するのか.蒐

集癖などとも揶揄され,蒐集に興味が

ない人には,まるで理解できない不可

思議な行為.蒐集する対象物は,それこ

そ多種無限に及ぶ.モノがもつ魅力,そ

の魅力の捉え方も人それぞれだが,モ

ノを蒐めるということは,謂わば,それ

自体が一つのデザインであり ,一つの

創作だとも思う.様々な素材を扱う表

現者,手仕事の人々と出会う生業を私

はしているが,モノを蒐めることは,そ

のモノを生み出したヒトに興味をもつ

ことでもある.なぜその素材を扱うこ

とになったのか,その作風に至る道程

はどのようなものなのか,いま挑みた

い表現は何か,敢えて異素材への探求

心はないか,など興味は尽きない.その

モノが古物の場合には,そのモノの歴

史や民俗など,その背景へ興味が至る . 

どんな時代に, 何処で,どのような者

がこさえたのか,どのように伝世して

きたのか,否,できれば伝世などせず ,

蔵から出てきて真っ先に目垢のつかな

いそれを手にしたい,そんな風に,その

モノを巡る夢想妄想は果てなく繰り広

げられる.そんなモノたちが帯同して

くれる世界は,人生に深みを与え,より

豊かにしてくれる.そんなモノ蒐めに

ついて思い巡らす様々や,そこから派

生する取り留めもない話に ,今回は

少々お付き合い頂きたい.（研究会案内

より抜粋） 

発表者紹介：中川 英之（gallery 坂 

オーナー）日本大学文学研究科史学専

攻修士課程修了 日本中世史を鈴木國

弘氏に,日本民俗学を平野榮次氏に師

事,村落や島嶼への民俗調査や,武蔵村

山市史編纂専門調査員としての現地踏

査研究から,郷土資料や古道,民間信仰

遺物の価値・多様性への探究を深める . 

明光義塾狭山ヶ丘教室長を6年間務め

た後,2005年東京神楽坂にgalle ry坂開

廊.工芸,平面、造形など多岐に亘る作

家展を開催する展示スペースと, 30人

余の魅力溢れる作家作品を展観する常

設スペースを併設し,素材・ジャンルを

問わず様々な輝きを放つ作家たちと ,

その挑戦する表現や手仕事の形姿を紹

介し続けている. 

07～19年神楽坂まち飛びフェスタ参

画,09～12年カグラザカヨコロジー参

画,11年木旋美術倶楽部第1回展示会講

評,18年十人十色神楽坂ガラス散歩参

画,18年日本デザイン福祉専門学校ク

ラフトデザイン学科特別セミナー講師 

 

環境デザイン部会 

主査 清水 泰博 
 

 2019年度は，近年の共通テーマであ

る「サスティナブル環境デザイン」を

継続したメインテーマとし，具体的に

は現代日本の切実なテーマである「人

口減少時代の環境デザイン」のあり方

を考えることとした.これは時代が新

たなフェーズに入ったことを感じさせ

ている現代において,1960 年代半ばか

ら 70 年代にかけて日本で隆盛したデ

ザイン・サーヴェイを改めてこの時期

に実施してみようという趣旨である .

https://design.kyusan-u.ac.jp/jssd5th/
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当初予定の本年 3月末の原稿締め切り

はコロナウイルス蔓延にまつわる各種

事情によって 5月末に延長し，現在も

引き続き部会員による執筆活動が行わ

れている.また春季大会時に部会員に

よる座談会を行う予定であったが，大

会中止となったことを受けて同時期で

のオンライン座談会等を模索している.

最終成果としては秋に特集号としてま

とめる予定である. 

部会の会報「ED Place」は，5 月に

85号「卒業制作特集」，11 月に 86 号

「部会員の活動」，2 月に 87 号「特集・

北陸地区からの報告」として北陸の現

状についての部会員からの報告ををま

とめ，この 3冊を PDF配信により発行

した. 

上記の活動とともに，本部会の位置

づけや活動，運営，体制の在り方など

を検討しながら，部会の若返りを進め

るべく，規約の作成を進めた. 

 

家具・木工部会 

主査 新井 竜治 
 

●春季大会テーマセッション 

第 66回春季大会（名古屋市立大学・

2019年 6月 30日）において,テーマ

セッション - 家具・木工部会：「伝

統的資源と現在学」を開催した（口頭

発表 4本）. 

●総会 

第 66回春季大会の家具・木工部会テ

ーマセッション開始前に総会を開催し

た.主な決議事項は以下のとおりであ

る. 

(1)家具・木工部会の主査として新井

竜治（芝浦工大）の再任が承認され

た. 

(2)家具・木工部会による『デザイン

学研究特集号』の内容（執筆者・論文

タイトル）が承認された. 

(3)総会席上,5名の新入部会員の受け

入れが承認された.総会終了後,持ち回

り審議で 3名の新入部会員の受け入れ

が承認された. 

●特集号 

家具・木工部会の企画により,『デザ

イン学研究特集号』27巻 1 号（通巻

101号）「家具のデザインと技術：モ

ノのデザインのこれまでとこれから」

（2019年 10月）を発行した. 

 

デザイン史研究部会 

主査 立部 紀夫 
 

【活動報告】2019年度デザイン史部会

では以下の発表形式の研究会を開催し

た. 

【活動方針】本年度も同様の研究会を

開催予定である. 

■第４１回研究会 

開催日：2019年 11月 30 日 

テーマ：「戦前期日本のポスターの歩み 

－函館市中央図書館所蔵作品を中心と

して－」 

発表者：田島奈都子氏（青梅市立美術

館） 

場 所：マイスペース Cafe MIYAMA 渋

谷公園通り店 

概 要：函館市中央図書館には 2,50 0

点を超える戦前期の日本製ポスターが,

良好な状態で所蔵されており ,発表者

は断続的に約 20年間,その閲覧調査を

実施してきた.2019 年に同コレクショ

ンを主体とした『明治・大正・昭和初

期 日本ポスター史大図鑑』を図書刊

行会より刊行したことから,本発表は

それにちなんで,同書に紹介した作品

を中心に,改めて戦前期日本のポスタ

ー史について概観するものである. 

■第４２回研究会 

開催日：2020年３月 14日 

テーマ：「映画にみる家電製品 －高度

経済成長期に制作された邦画より－」

発表者：林原泰子氏（大妻女子大学）

場 所：マイスペース Cafe MIYAMA 渋

谷公園通り店 

概 要：第二次世界大戦後の高度経済

成長期に,技術革新や所得向上により

急速に普及した各種家電製品 .なかで

も電気洗濯機,電気冷蔵庫、白黒テレビ

は「三種の神器」と呼ばれ,あこがれの

的とされていた.現代生活に欠かせな

いこれら家電製品は,当時,どのように

日本人の生活に迎え入れられたのか .

戦後の邦画における生活場面から,当

時の人々と家電製品との関係について,

あらためて考察してみたい. 

 

デザイン理論・方法論部会 

主査 松岡 由幸 
 

 2019年度においては，名古屋市立大

学で行われた春季大会にて，テーマセ

ッション「多空間デザインモデル、デ

ザイン理論・方法論」をタイムアクシ

スデザイン研究部会と合同で開催し，

５件の研究発表が行われた.また，同セ

ッションにおいて梅田靖先生（東京大

学）によるキーノート講演が行われ，

新たな視点や視座を得ることができた.

さらに、オーガナイズドセッションに

おいては「デザイン学とデザイン科学，

その本質 －『デザイン科学事典』編

纂が意味するもの」を開催し、2 019 年

10月に出版された『デザイン科学事典』

（丸善出版）の編纂を通じて得られた

デザイン学・デザイン科学に関する知

見について議論がなされた. 

2019 年４月 12 日（金）には，慶應

義塾大学において，当部会共催の「デ

ザイン塾：デザイン科学は『令和』時

代のエスキースを描くか？」が開催さ

れた。研究者，教育者，デザイナー，

企業の開発者，学生を含む 70 名以上の

方々にご参加いただき，活発な議論が

行われた. 

 

ファッションデザイン部会 

主査 神野 由紀 
 

2019 年度ファッションデザイン部

会の研究例会は，2020年 3月 13 日（金）

開催予定であったが,新型コロナ感染

拡大時期と重なり,開催を中止した.発

表予定であった「ハンドメイド趣味を

めぐる歴史と現在」（発表者：神野由紀、

中川麻子）については,2020 年度に延

期の予定である.2020 年度の開催計画

については,外出の自粛解除と安全な

状況が確認された後,具体的な日程を

決める.  

 

子どものためのデザイン部会 

主査 工藤 芳彰 
 

 2019 年６月の第 66 回春季研究発表

大会では,７年連続となるテーマセッ

ション「子どものためのデザイン」を

開催、独自の視点から取り組まれた６
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件の発表は,質疑応答を含めて聴衆の

知識を深めた.夏には KDSS2019（感性

デザインサマーセミナー2019）と共同

開催の部会ワークショップを実施

（8/30-9/1、伊香保）,８大学から 6 0

名弱の参加者を集め,成功裡に終了し

た.2020 年５月には４冊目となる部会

主宰の特集号「なぜ、子どものための

デザインに取り組むのか」を発行した .

以上のとおり,充実した部会活動を重

ねることができた.関係者の方々に御

礼申し上げる. 

 

プロダクトデザイン研究部会 

主査 山崎 和彦 
 

 2019年度の主な活動は，１）関連団

体(人間中心設計機構，Xデザインフォ

ーラム等)とのイベントの開催，２)プ

ロダクトデザイン研究に関連する情報

発信と共有(Facebook プロダクトデザ

イン研究部会)などの活動である． 

 

タイムアクシスデザイン研究部会 

主査 寺内 文雄 
 

本研究部会は，大量消費や大量廃棄

による地球温暖化，エネルギー問題の

深刻化，および精神的な豊かさの欠乏

などの諸問題に対応可能なデザインコ

ンセプトの１つであるタイムアクシス

デザインに注目し，これに基づくデザ

イン理論，方法論，および方法の構築

を目的としている. 

2019年度においては，６月に名古屋

市立大学で行われた春季大会にて，テ

ーマセッション「タイムアクシスデザ

イン」をデザイン理論・方法論研究部

会と合同で開催し，５件の研究発表が

行われた。同セッションにおいて梅田

靖先生（東京大学）によるキーノート

講演が行われ,タイムアクシスデザイ

ンの今後の展望について議論を行っ

た. 

また，当部会共催の「デザイン塾：

タイムアクシスデザイン～新たなモノ

づくり×モノづかいへの誘い」を含む

３件のデザイン塾を開催した .本年度

においては，ご参加いただいた研究者，

教育者，デザイナー，企業の開発者，

学生は延べ 100名以上となり，活発な

議論を行うことができた. 
 

バイオ・メディカルデザイン研究

部会 

主査 國本 桂史 
 

 バイオ・メディカルデザイン研究部

会は，医療・ヘルスケア分野のデザイ

ンはそれが医療機器デザインや，人工

関節などの人体再建の構造デザイン

であるとを問わず,医学ヘルスケア分野と

の積極的な協力によって，各方面において

科学的な手法と技術を取り入れ，その現象

的解明を進展させると同時に,より有効な手

段と有意義なデザイン手法の提供に努力が

向けられる必要がある． 

 医学・ヘルスケアにデザインの手法

をいかに取り入れるかという問題は，

それが医学とデザインとの境界領域

にあるために,両者の緊密な連繋が必要

なのは勿論であるが、デザイン側におい

ても，医学と工学の協力を得なければ充

分な成果を挙げることはできない．また

生体工学的概念を具体的に進展させるた

めにデザインの手法を必要とするとし

，2008年6月に設立された． 

 2019年度においては,6月 28〜3 0日

には名古屋市立大学桜山キャンパス

で行われた第 66 回日本デザイン学会

春季研究発表大会にて，大会の基調計

画を行ない特別講演（名古屋市立大学

郡健二郎学長）、オーガナイズド・セッ

ション A「先端医療からのヒトへのア

プローチ」を、橋爪誠先生（九州大学・

医学部）、宇山一朗先生（藤田医科大

学・医学部）岡田淳志先生（名古屋市

立大学・医学部）パネリストに迎え開

催した． 

 

また、前年に開設された公立大学法

人名古屋市立大学大学院医学研究科に

おいて「大学における医療とデザイン

の融合講座」としての「臨床医療デザ

イン学分野」でのスピーチを行なった． 

さらに，8月2日には札幌コンベンショ

ンセンターで開催された第６9回日本

病院学会において「デザインが創る

HOSPITAL 5.0 次世代医療産業構築へ

の蹊-the way which builds the 

future」についての講演を行なった． 

8月 24〜25日には名古屋市立大学桜山

キャンパスにて「ダイバーシティと未

来：ヘルスケア・メディカル・デザイ

ン・人・幸福」をテーマに開催された

日本ヘルスケア・ダイバーシティ学会

にて城卓志先生（蒲郡市民病院 CEO:前

名古屋市立大学病院長）宇山一朗（藤

田医科大学教授）山海嘉之先生（筑波

大学教授）、間瀬光人（名古屋市立大学

教授）鄭 道成（韓国・国民大学校教授）

を迎えて５件の特別講演を開催した。 

９月 19〜23日には中国・上海の国立

上海交通大学で開催された 2019年オ

リエンタルデザイン国際シンポジウム

にて「医療デザイン：HOSPTAL」につ

いて國本桂史がセッションを行った．

日本ダイバーシティ学会特別講演 

 

情報デザイン部会 

主査 横溝 賢 
 

 2019年度の春季研究発表大会（名古

屋）の情報デザイン研究部会セッショ

ンにて主査の原田泰先生（公立はこだ

て未来大学）より,主査交代の提案があ

り、横溝（主査（新規），札幌市立大

学）と瀧智恵美氏（副査（継続），ミ

ミクリデザイン）への引き継ぎが了承

された.引き継ぎ後は、情報デザイン研

部会活動の方向性づくりに着手した .

その基本的な考えは次のようなもので

ある。情報デザインの問題が社会を形

づくるデザインにまできていること .

それを踏まえて、デザイン実践者のナ

ラティブをもちより,部会メンバーや

多分野の専門家と語り合う場を作るこ

と。語りの場では実践者のデザインの

知の在りどころを探り、研究の理論的
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枠組みを形づくることとする .こうし

た機会は３人集まれば開催可能なもの

とし,その集まりを〈準備部会〉と位置

づける.今後は準備部会活動から多様

な社会実践のデザイン学研究を創出し,

デザイン学だけでなく認知科学や人類

学,社会学など他分野の学会にてデザ

イン学研究を積極的に発表していく. 

以上のような方向性を部会メンバ

ーに呈示し、準備部会活動をはじめた .

現在,部会内で起こりつつある準備部

会は「コンヴィヴィアリティのための

道具勉強会」「デザインナラティブ研

究会」「共創のデザイン知を考える研

究会」などである.このうち、コンヴィ

ヴィアリティのための道具勉強会は

2019年１2月,2020年 1月,2 月と３回

実施した.この活動は自立した共生社

会を形づくるための,ソーシャルイシ

ューだけでなく医療や学校制度の問題

とも結びついており今後も継続して実

施する予定である. 

また,デザインの問題が人びと（非

専門家）との共同・共創が中心になっ

てきていることを鑑み,社会実践とい

う,人びととの個別具体的なデザイン

活動を研究にするためのビジョンづく

りとして,特集号「社会実践のデザイン

学」（日本デザイン学会誌 デザイン学

研究特集号第 27巻２号 通巻 102 号）

を企画編集し、2020年 4月に刊行した . 
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第２号議案  

2019年度 収支決算報告 

 
Ⅰ 貸借対照表（収益事業） 

 
 

Ⅱ 損益計算書（収益事業） 
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Ⅲ 貸借対照表 

 
 

Ⅳ 損益計算書 
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計算書類の注記表 

・消費税の会計処理は，税込方式によっている。 
・関連当事者との取引については，開示すべき取引はない。 

・重要な後発事項はない。 

 

附属明細書 

１．重要な固定資産の明細・・・該当なし 

２．引当金の明細・・・該当なし 
３．その他の重要事項・・・該当なし 
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Ⅴ 決算書 
〔一般会計〕
■収入の部

予算額 決算額
増減

対予算額
2018年度繰越金 15,719,567 15,719,567 0 15,719,567

1 会費（現） 16,629,600 15,884,000 -745,600 正会員＠13,000×1,191名 15,474,500
学生会員＠6,500×63名 409,500

2 会費（新） 2,090,000 2,146,450 56,450 正会員＠18,000×81名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,457,450
学生会員＠6,500×106名 (学生　入会金：免除，年会費：6,500) 689,000

3 賛助会員費（現） 920,000 739,568 -180,432 24件 739,568
4 賛助会員費（新） 30,000 0 -30,000 0件 0
5 年間購読会員費（現） 1,200,000 1,242,500 42,500 @25,000x56件 1,242,500
6 年間購読会員費（新） 25,000 0 -25,000 0件 0
7 広告費 50,000 0 -50,000 0件 0
8 学会誌掲載別刷料･負担金 2,675,000 2,841,230 166,230 論文掲載料 1,871,230

作品集審査費 90,000
作品集掲載料 520,000
2018年度作品集掲載料 360,000

9 春季研究発表大会 5,000,000 6,313,506 1,313,506 参加費 3,490,500
研究発表費 1,148,000
懇親会 825,000
企業展示 350,000
学会大会補助金(2018度支出) 500,000
預金利息 6

10 秋季企画大会 500,000 502,500 2,500 参加費 155,000
補助金 100,000
レセプション参加費 247,500

11 雑収入 750,000 180,814 -569,186 学会誌売上 78,500
NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 96,374
その他 5,940
寄付 0

計 45,589,167 45,570,135 -19,032 45,570,135

■支出の部

予算額 決算額
増減

対予算額
本部事務局＆理事会関係 11,139,280 10,015,160 -1,124,120

1 本部事務局経費 9,939,280 9,232,235 -707,045 消耗品代 117,526
運営経費（春季大会出張費用含む） 223,788
職員給与（@180,000×12,@230,000×2）+(@150,000x12,@75,000x2) 4,570,000
通勤費（@6,000x12）+（@13,820x4,@6,000x12） 199,820
施設設備費 0
通信費及び電話代金 722,953
印刷代 189,099
雑費 152,295
会費引落経費 140,518
賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000
光熱費 146,214
アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿管理補助等) 650,700
経営業務コンサルタント料 162,000
租税公課 70,600
労災保険料 86,722

2 理事会運営費 800,000 576,872 -223,128 会場借用料、理事会運営経費等 576,872
3 選挙経費 400,000 206,053 -193,947 選挙に関する費用 206,053

学会誌審査・編集関係 1,465,000 1,126,819 -338,181
4 論文審査委員会経費 700,000 675,416 -24,584 675,416
5 作品審査委員会経費 275,000 166,422 -108,578 作品集編集費 166,422
6 学会誌編集・出版委員会経費 100,000 0 -100,000 0
7 特集号編集委員会経費 390,000 284,981 -105,019 第26巻1号編集委員会 97,756

第26巻2号編集委員会 -72,775
第27巻1号編集委員会 130,000
第27巻2号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 17,491,000 10,575,074 -6,915,926
8 印刷費 15,991,000 9,852,766 -6,138,234 論文集・前年度分 149,040

論文集 1,159,200
特集号・前年度分 3,378,672
特集号 2,207,700
作品集 430,100
論文集・作品集オンデマンド印刷費 1,138,922
概要集USB(750冊印刷） 1,198,800
封筒代 190,332

9 出版物通信費 1,500,000 722,308 -777,692 郵送料・事務代行料金 722,308

項目 決算額内訳

項目 決算額内訳
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大会関係 5,860,000 4,778,295 -1,081,705
10 2019年 春季研究発表大会 3,000,000 3,256,827 256,827 プログラム・カンファレンスキット 1,755,241

講演料等 28,420
アルバイト雇用費 535,850
会場費・会場設営費 31,392
懇親会費 630,740
エクスカーション 21,988
通信費 574
会議費 28,720
事務費 163,929
消耗品費 55,829
雑費 4,144

11 2019年 秋季企画大会 1,000,000 1,000,704 704 Webサイト制作 200,864
講演料等 16,706
アルバイト雇用費 140,800
送迎バス 143,000
チラシ作成費 162,864
懇親会費 255,641
会議費 9,895
消耗品費 66,624
通信費 4,310
雑費 0

12 2020年度春季研究発表大会 500,000 0 -500,000 準備費 0
13 春季大会概要集編集（準備金） 450,000 504,064 54,064 アルバイト雇用費（2019年度分） 49,600

演題登録システム（PASREG）利用料（2019年度春季分） 454,464
14 春季オーガナイズドセッション費用 320,000 233,877 -86,123 3件 233,877
15 春季キーノート講演費用 0 107,502 107,502 107,502
16 学会セミナー費用 100,000 0 -100,000 0
17 総会準備経費 30,000 11,888 -18,112 総会経費、委任状・資料印刷代 11,888
18 学会各賞選考委員会経費 100,000 84,222 -15,778 書類作成費（学会各賞推薦状・資料・記念品代等） 84,222
19 国際デザイン会議 60,000 64,905 4,905 国際デザイン会議会費  （500＄）                          64,905

国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 0
20 Designシンポジウム補助費 300,000 -485,694 -785,694 -485,694

委員会関係 1,400,000 715,075 -684,925
21 委員会経費 200,000 0 -200,000 0
22 研究部会共通経費 400,000 237,406 -162,594 共通費（5研究部会） 237,406
23 支部活動補助費 750,000 477,669 -272,331 5支部 477,669
24 市販図書企画・編集経費 50,000 0 -50,000 編集費 0

広報関係 250,000 9,051 -240,949
25 広報費 250,000 9,051 -240,949 大会ポスター，ちらし通信費 0

ホームページリニューアル 0
ホームページ管理・運営 9,051

その他 7,983,887 18,350,661 10,366,774
26 学協会関連 305,000 193,541 -111,459 学術会議活動費（@30,000＋@30,000) 0

藝術学関連学会連合シンポジウム分担金 15,000
日本工学会活動費 0
日本工学会会費 28,541
CPD協議会会費 50,000
日刊工業新聞社 30,000
横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000
横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 0
デザイン関連学会活動費 0

27 予備費 7,678,887 30,000 -7,648,887 慶弔費 30,000
その他 0

28 繰越金 0 18,127,120 18,127,120 18,127,120
計 45,589,167 45,570,135 -19,032 45,570,135

［特別会計］
2018年度 2019年度 増減

学会本部事務局常設基金 20,363,408 20,364,085 677 利息()：基金に繰り入れ  
決算額内訳
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第３号議案  

2020-2021年度 役員選任 

 
2020・2021年度 日本デザイン学会 役員候補者選挙 結果 

    

会長候補者 小林 昭世  

    

副会長候補者 佐藤 弘喜  

    

  支部長候補者 副支部長候補者 

地区理事 

候補者 

第１地区 横溝 賢 柚木 泰彦 

第２地区 平松 早苗 橋田 規子 

第３地区 滝本 成人 池田 岳史 

第４地区 益岡 了 赤井 愛 

第５地区 田村 良一 井上 貢一 

    

全国理事候補者 蘆澤 雄亮 曽我部 春香 

  大島 直樹 寺内 文雄 

  岡本 誠 永盛 祐介 

  小野 健太 生田目 美紀 

  柿山 浩一郎 伏見 清香 

  上綱 久美子 松岡 由幸 

  國本 桂史 山内 貴博 

  久保 光徳 山中 敏正 

  小山 慎一 山本 早里 

  佐々木 美貴 JAIME TARCISIO ALVAREZ RAMIREZ 

    

特設理事候補者 井関 大介 杉下 哲 

  加藤 健郎 村上 存 

  工藤 芳彰 柳澤 秀吉 

  佐藤 浩一郎  

    

監事候補者 国澤 好衛 蓮見 孝 
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2020年度活動方針 
会長：小林昭世 
 
2016年度から 2019年度の日本デザイン学会の活動について、松岡会長は、i) 体制基盤の構

築 ii) 学術基盤の構築 iii) 活性化策の推進を掲げ、特に 2019年度は、 (1) 対象領域の

拡大 (2) 研究・教育基盤の向上 (3) 他団体との連携強化、に重点的に取り組んだ。この活

動は本学会に成果をもたらしたと言える。この方針を引き継ぎ、取り組むことは 2020年の活動

方針の基本であると考える。 

しかしながら、昨年末から私たちの活動はコロナ禍によって一変した。日常の研究、教育、

デザインの活動は、コロナ禍の中で不安と困難を生じ、また変革を余儀なくされている。もち

ろん、この変革を積極的に捉えることはできる。コロナに対する予防的な社会活動の自粛をド

イツのメルケル首相が民主主義の危機と表現したように、私たちもまた学術研究の危機と困難

に直面している。研究者が発表のために、また担当校を始め関係者が着々と準備してきた春季

大会が中止されたことはその中でも最大の危機である。学会前提の運営として研究発表という

学会の根幹に関わる活動が中止となったばかりでなく、研究仲間と話をし、それを聞き、議論

や意見を交換し、交流をするという研究者の日常的、個人的な活動の愉しみも制限されること

になった。一方で、遠隔会議やテレワークがその一部を補償し、あるいはさらに私たちのコミ

ュニケーションの習慣を変えていくという明るい予感が生じているのも事実である。 

このような状況の中で、本学会は、研究を発表し、その成果を共有していくという活動を遅

滞なく果たしていくことで、活動の基盤を確かなものにしていくことが重要だと考える。その

ために本学会を支える委員会組織については 2019 年度までの組織を可能な限り継承して、デ

ザイン学研究和文誌、同英文ジャーナル、作品集、特集号の刊行、秋季大会と来年度春季大会

準備、支部や研究部会の活動、など本学会の基盤となる活動に注力し、着実に遂行していきた

いと考える。 
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2020年度 委員会等一覧 

 

本部事務局 事務局長 副事務局長 幹事 

 佐藤弘喜 

蘆澤雄亮 
小野 健太  
加藤健郎＊  
佐藤浩一郎＊ 

 

    

委員会 委員長 委員 幹事 

論文審査委員会 

久保光徳（和文誌担当） 
伏見清香 
加藤健郎＊ 
佐藤浩一郎＊ 

 

村上存＊(英文誌担当) 
小山慎一 

ハイメ・アルバレス 
柳澤秀吉＊ 

  

作品審査委員会  杉下哲＊                

岡本誠                         
上綱久美子                          
佐々木美貴                                              
山内貴博 

 
 

学会誌編集・出版委員会 寺内文雄 
山本早里 
井関大介＊ 
曽我部春香             

 

研究推進委員会 小野 健太  
蘆澤雄亮             
柿山浩一郎                 

企画委員会・総合企画 生田目美紀 工藤芳彰＊   

企画委員会・支部企画 平松早苗 

横溝賢 
滝本成人 
益岡了              
田村良一                             

  

教育・資格委員会 松岡由幸 
加藤健郎＊ 
佐藤浩一郎＊ 
井関大介＊                                     

  

広報委員会 大島直樹 永盛祐介           

財務委員会 生田目美紀 小野健太                   

市販図書企画・編集委員会 國本桂史   

春季研究発表大会概要集編集委員会 柿山浩一郎 永盛祐介  
   

 

支部 支部長 副支部長 幹事 

第 1 支部(北海道・東北地域) 横溝賢 柚木泰彦        

福田大年 
安井重哉 
堀江政広 
酒井聡 
石井宏一 
菅原香織 
田中隆充 
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中島郁子 
両角清隆 
岡本誠 
原田泰 

第 2 支部(関東地域) 平松早苗 橋田規子       

第 3 支部(北陸・中部地域) 滝本成人 池田岳史                       

第 4 支部(近畿・中国・四国地域) 益岡了 赤井愛  

第 5 支部(九州・沖縄地域) 田村良一 井上貢一      

 
 

   

学会各賞選考委員会 委員長 委員   
   ＜協力委員会＞ 庄子晃子 青木弘行 杉山和雄 

久保光徳（論文審査委員会和文誌）   原田昭 松岡由幸 

村上存＊（論文審査委員会英文誌）   宮内悊 宮崎清 

 杉下哲＊（作品審査委員会）   森典彦 山中敏正（担当） 

委員会等担当 担当     

Designシンポジウム担当 松岡由幸（代表委員） 小野健太 
小林昭世 

加藤健郎＊ 
佐藤浩一郎＊ 
永盛祐介 

デザイン関連学会シンポジウム担当 松岡由幸 加藤健郎＊  佐藤浩一郎＊ 

IASDR担当 山中敏正                         小野健太   

日本学術会議担当 小林昭世(第一)           村上存＊(第三)   
日本工学会担当 小野健太     
横幹連合担当 蘆澤雄亮     

機械工業デザイン賞審査委員会担当 小林昭世        
 

運営会議 小林昭世 
松岡由幸 
佐藤弘喜 
杉下哲＊  
小野健太 
寺内文雄 
久保光徳              
村上存＊                                            

蘆澤雄亮            
平松早苗                 
大島直樹 
生田目美紀 
山中敏正 
加藤健郎＊ 
佐藤浩一郎＊ 

                                                     

 

選挙管理委員会 ※2021年 7月 31日まで 委員長 委員   

  永盛祐介 森岡大輔 
加藤健郎 
吉澤陽介 
中島瑞季 

  

  
  

 

監事 國澤好衛 蓮見孝   
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2020年度事業計画 

 

論文審査委員会 

委員長 久保 光徳 
 

2020年度は，論文集「デザイン学

研究」に掲載される研究領域の実質

的な拡充を図ると同時に，査読シス

テムを改善し，デザインに関わる研

究者および実践者間の学術的な意見

交換の場を構築することを活動目標

とする。また昨年度に継続して，英

文誌と和文誌それぞれに担当委員を

割り振り，英文誌“Journal of Sci

ence of Design”については村上存

委員長を中心に学術水準の確保と国

際的認知度の向上を推進していく． 

 昨年度の秋季大会で開催した「新

しい論文のかたち」での意見交換を

踏まえ，これまで以上にデザイン実

践，デザイン教育に関する論文の投

稿も，「学術論文としての価値」，「読

者にとっての価値」を念頭に置き，積

極的に受け入れたい。そのために，会

員の皆様には，投稿者と査読者の両

面の視点から，論文審査（ピアレビュ

ー）を通しての意見交換に参加して

いただき，「新しいデザイン学の枠組

み」を構築していくことにつなげて

いきたいと考えている.昨年度に続

き，積極的なご投稿と論文審査への

ご協力をお願いしたい. 

【和文論文】委員長 久保光徳，委員  
加藤健郎，佐藤浩一郎，伏見清香 

【英文論文】委員長 村上 存，委員  
アルバレス・ハイメ，小山 慎一，柳

澤 秀吉 
 

作品審査委員会 

委員長 杉下 哲 
 

 2020 年度は，今期体制のもとで論

文集，研究発表でデザイン事例を増

やす仕組みを整備する目標などを示

されてもいるなか，「デザイン学研

究・作品集」の，より一層の充実を目

指す．予定する 26 号は，コロナ禍の

社会状況ではあるが，これまで同様

に２月刊行に向け，８月 20 日～８月

31 日を「作品論文」「作品ムービー」

の投稿期間とし，その後審査を開始

する予定である．今後の広報ならび

に日本デザイン学会 Web ページをご

確認いただきたい．皆様が設計・制作

したデザイン成果とその実現過程で

の研究・開発や思考プロセスなどの

発表に，今後とも貢献する所存であ

る．特には，上記も含めたより投稿し

易い仕組みづくりを更に努めるとと

もに，作品集の在り方も深めたい．作

品審査委員会メンバーは，委員：杉下

哲，岡本誠，上綱久美子，佐々木美貴，

山内貴博および幹事：数名を予定し

ている． 
 

学会誌編集・出版委員会 

委員長 寺内 文雄 
 

 2020年度の特集号は, ２冊の刊行

が計画され、すでに 28 巻１号（103

号）「なぜ, こどものためのデザイン

に取り組むのか」（担当：工藤芳彰）

が刊行された。もう一つは 28 巻 2 号

（104号）「人口減少時代の環境デザ

インを考える：令和のデザイン・サー

ベイ」（担当：清水泰弘, 森山貴之, 

水津功, 山本早里）が 10月に刊行予

定である。今後も会員の皆様からデ

ザイン学会にふさわしい魅力ある企

画・ご提案をいただきたい. 委員：寺

内文雄, 山本早里, 曽我部春香，井

関大介. 

 

研究推進委員会 

委員長 小野 健太 
 

 研究推進委員会の主な活動は，１．

研究部会の活性化，２．春季研究発表

大会のテーマセッションの運営，３．

秋季企画大会における企画運営など

である。2020 年度においても，これ

らの活動を粛々と推進していきたい

と思う.また新型コロナの影響によ

り，研究発表の在り方自体について

早急に考え直す必要があり，いかに

デザインに関する知を積み上げるか

という視点から，他の委員会と連携

しながら，新しい研究発表大会の在

り方について模索していきたいと思

う.2020度担当理事・幹事: 蘆澤雄亮，

柿山浩一郎 

 

企画委員会 総合企画 

委員長 生田目 美紀 
 

 企画委員会［総合企画］の主たる任

務は,春季および秋季の大会運営で

ある.しかし,新型コロナウイルス感

染症の影響により,春季研究発表大

会は中止となり,秋季企画大会のこ

れまでどおりの開催も不確定の状況

である.実施内容の詳細については、

各自,学会ホームページや開催校サ

イトで確認されたい.とはいえ、委員

会としては,新型コロナ禍後の新し

い学会活動を試行していかなくては

ならないと考えている.諸会員の協

力をお願いしたい.委員は本年度よ

り,生田目美紀,工藤芳彰の２名であ

る。 

 

企画委員会 支部企画 

委員長 平松 早苗 
 

 コロナ後の“新しい生活様式”は ,
既にスタートし,オンライン会議など

着実に場所的な距離感に変化をもた

らしている．支部企画の進め方もそ

れに対応した形への移行が可能とな

っているように思える． 

その一方で,場所性を持つ地域の特

徴や学びの方法が保持され,一元的な

方向性（一極集中）も変わってくるの

ではと思える． 
支部企画では昨年度の「教育成果

集」の企画を継続し,学会の主な構成

である大学以外に ,今 ,学びの機会を

模索している全国の高校等に向けて ,
その場や教育の内容を紹介する機会

を提供できるように考えている．過

去 2 回の実施の中で出てきた課題や

可能性を,支部間で連携を図りながら

実施したいと考える． 
 作品の応募について,会員の皆様

のご協力を賜りたく,よろしくお願

い申し上げる． 
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教育・資格委員会 

委員長 松岡 由幸 
 

2020年度は，学会活動方針である

「研究・教育基盤の向上」を目的とし

た「教育」の活動を主として推進して

いく. 

本年度は，デザイン学における教育

や研究に関わるニーズを学会員から

抽出し，それらに対応した講習会や

セミナーを検討していく.また，あわ

せて，2020年秋上梓した『デザイン科

学事典』をはじめとした教科書的な

市販教材を用いた講習会やセミナー

の実施の検討も進めていく.さらに，

他団体との連携やリカレント教育を

視野に入れたセミナーの検討も行い，

社会的貢献と学会の知名度向上を目

指していく. 

 

広報委員会 

委員長 大島 直樹 
 

 本年度の広報委員会は，Web サイト

を通じた広報活動の強化に努める． 

 具体的には，本年度は新たな理事

組織となることもあり，支部や研究

部会が自ら Web ページの情報更新で

きる仕組みを支部や研究部会に周知

し，最新情報への更新を促す．またニ

ュース投稿できる仕組みも支部や研

究部会，委員会に周知し，情報配信の

活性化を促す．これら Web サイトの

情報更新やニュース投稿を促進させ

るため，それらの方法を説明するマ

ニュアルの改定と充足を図ることを

目標とする． 

また現在の Webサイトをリニューア

ルしてから５年が経過した．ユーザ

ビリティの向上などを見直し，リデ

ザインも検討していく． 

 

財務委員会 

委員長 生田目 美紀 
 

 本部事務局等と連携し,収支計画

に係る会員数のタイムリーな把握と,

会員管理のための経費削減を目指し

「会員管理システム」について導入

を図りたいと考えている. 

新たな財源の確保や支出の圧縮を

進めるために今年度の活動計画とし

て，学生会費,大会参加費などの見直

しに注力する．そのほか、財務基盤の

健全化への取り組みを継続して行う. 

委員は本年度より,生田目美紀 ,小野

健太の２名である. 

 

市販図書企画・編集委員会 

委員長 國本 桂史 
 

 本委員会は，統合知としての「デザ

イン」を支える学会の図書企画・編集

への取組みを進める.主な活動とし

て，デザイン学に寄与するデザイン

研究に関する市販図書の出版のため

に，新しい分野とのデザインのシリ

ーズの企画を検討するとともに，そ

れらをセミナーやワークショップの

企画に連携することにも取り組んで

いく予定である．学会の皆様や異分

野の研究者の方々に，ご協力をお願

いしたい． 

 

学会各賞選考委員会担当 

担当理事 山中 敏正 
 

今年度の学会各賞審査委員会は以

下の構成で実施致します． 

委員長： 庄子晃子 

委員：青木弘行，杉山和雄，原田昭，

松岡由幸，宮崎清，宮内悊，森典彦，

山中敏正 
 

Design シンポジウム担当 

担当理事 松岡 由幸 
 

 本シンポジウムは，日本デザイン学

会をはじめ，デザインや設計を上位概

念とする日本機械学会，精密工学会，

日本設計工学会，日本建築学会，人工

知能学会により，デザイン・設計領域

における知を総合する目的で会議を

隔年開催している.2020 年度は，精密

工学会が幹事学会として，2021 年 7 月

に東京大学駒場キャンパスにて開催

を検討しており，それに向けた準備の

年である. 
 本学会からの委員は，松岡由幸，小

林昭世，小野健太，加藤健郎，佐藤浩

一郎，永盛祐介. 
 

デザイン関連連学会シンポ

ジウム担当 

担当理事 松岡 由幸 
 

 当学会 2016 年の秋季大会において，

芸術工学会，意匠学会，基礎デザイン

学会，道具学会の各会長が集い，デザ

イン哲学に関する議論を実施した．本

シンポジウムは，それを機に，毎年，

この日本におけるデザインに関する 5
学会が集い，哲学などさまざまな横断

的な議論を行う場である． 
2019 年度は，道具学会が幹事学会と

なり，慶應義塾大学にて実施した．今

年度については，基礎デザイン学会が

幹事学会となり，10 月 3 日（土）に名

古屋芸術大学にて実施予定である．テ

ーマは「デザインの始源」としている

が，現在，コロナ禍の状況を鑑み，実

施の方法を検討中である． 
 

IASDR担当 

担当理事 山中 敏正 
 

新体制になったところだが ,これま

での理事会の運営とプロセスが異な

るため,副会長,事務局長などの指名

が遅れていた.さらに新型コロナウ

ィルスによる各国の閉塞状況が続く

中,開催が遅れている理事会を開催

し,2021 年大会に向けて,この体制で

運営を進めることとなる. 

今年度注力すべきは 2021 年大会へ

の準備であるが,さらには,メンバー

学会との協力関係の更新と強化に努

めていくことになる.2021 年大会は

香港開催が決定しているが,政情の

動向も勘案しながら,慎重な判断が

求められる. 

 

日本学術会議 

第一部/人文・社会科学 

担当理事 小林昭世 
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 日本デザイン学会を含む16学会よ

りなる藝術学関連学会連合は，シン

ポジウム開催を主な活動としている． 

2020年度は，コロナの影響で、6月に

準備していたシンポジウムを来年度

に延期することになった． 

 

横断型基幹科学技術 

研究団体連合 

担当理事 蘆澤 雄亮 
 

 昨年度に引き続き，コトつくり至

宝発掘事業として「コトつくりコレ

クション」の第３回選出が実施され

る予定であり，学会としても積極的

に関与していく予定である．可能で

あれば，本年度は当学会からも何ら

かの推薦を行いたいと考えている．

なお，毎年実施している横幹連合コ

ンファレンスの本年度大会は、 2020
年 10 月 8 日(木)、9 日(金)に統計数理

研究所（東京都立川市）にて開催予定

である． 
 

日本工学会 

担当理事 小野 健太 
     

 日本工学会は、約 100 学協会によ

り構成される工学系学術団体である． 

 本年度は新型コロナの影響により，

事務研究委員会は秋まではメール，

オンラインでの開催となっている．

昨年度に引き続き，公開シンポジウ

ム，委員会へ積極的な参加を通じて，

研究や運営など 有効な情報交換を

行いたい． 

 

機械工業デザイン賞審査委

員会担当 

担当理事 小林 昭世 
 

 日刊工業新聞主催の機械工業デザ

イン賞に日本デザイン学会賞が 2018

年度より創設された．2020 年度は、

第 50回機械工業デザイン賞の応募を

３月まで受けつけ、現在、審査を進行

している． 

 

第１支部 

支部長 横溝 賢 
 

第 1支部は,第 11回目の支部大会を

10 月 4 日（土）の予定で開催（幹事

校：岩手大学）する.本年度は支部大

会 11回目にして初の岩手開催でした

がコロナ禍収束の目処が立たないこ

とを鑑み,オンラインで支部大会を

開催する予定である.これまで第１

支部では２つの考え方を大切に学会

活動をおこなってきた.ひとつは開

催地のまちなかに出向き,その土地

の風土を味わい学ぶ表現活動を行う

ことである.もう一つは学生や社会

人、市民、教員がフラットな関係でデ

ザイン学交流をはかることである .

実地ではできないものの,本年度は

この 2 つの特徴をいかしてオンライ

ン学会を計画する. 

具体的には第 1支部における「地域

を味わうデザイン活動」を,支部会員

や地元盛岡の市民だけでなく他地域

の市民活動家や社会人,学生や教員

にも開き,地域デザインの可能性を

参加者らと共に考える研究交流を促

進する.そのほかオンライン・フィー

ルドワークの試みや研究発表と議論

の内容をリアルタイムで視覚化共有

できる発表形式も模索したいと考え

ている. 

本大会の開催概要は詳細が決まり

次第,Web などで告知する.また本年

度も昨年に引き続き,第 1支部との結

びつきが弱い,福島県との活動連携

を模索し,支部内の会員間交流の活

発化や新規会員の増加を目指す. 

 

第２支部 

支部長 平松 早苗 
 

東京オリパラ 2020 が 1 年延期とな

り,また昨今のコロナの影響で、“おも

てなし”の形も変わってきつつある

状況の中,長く「おもてなし～コミュ

ニケーションデザイン」の実践の場

として、伝え続けられている日本の

伝統芸能の施設への見学を,引き続き

検討し開催する． 
 年度企画の教育成果物を紹介する

「教育成果集」は,昨年度と同様に支

部企画として実施し,実質的な作業を

第２支部で担当する．昨年度の実績

を踏まえ、より広く多くの作品を見

ていただけるかたちを考えている．

作品の応募について,会員の皆様のご

協力を賜りたく,よろしくお願い申し

上げる． 
 

第３支部 

支部長 滝本 成人 
 

第３支部では,今年度も会員の活

動・研究を相互に知り合い交流を深

めるため,支部研究発表会と懇親会

を実施する.発表内容は ISSN を取得

した第３支部研究発表会概要集にま

とめ,国立国会図書館に収録する .こ

の発表会では学生の優秀な研究発表

とポスター発表を対象とした優秀発

表賞を設けている.次に学会会員が

所属する大学の卒業研究に対し ,大

学院生博士後期課程２名,前期課程

２名,学部生２名に奨励賞を贈る .ま

た,今年度は研究発表会会場校の新

規開拓と幹事会メンバーの増員等の

強化体制を進めていく. 

 

第４支部 

支部長 益岡 了 
 

 第４支部では関西地区における学

術研究活動を実施しデザイン学的な

成果を得てきたが，今年度に関して

はその交流活動について大きな改革

が求められている．従来の研究発表

会や支部内の会員，デザイン学生の

交流については積極的にオンライン

での活動を念頭に計画・スケジュー

ルの再検討を行い，ポストコロナを

見据えた活動への移行を目指す．特

に学生会員を含めた各会員の活動支

援と連動を図る． 

 第４支部エリアもその管轄が広域

であり，全支部的な交流については

様々な課題が散見されてきた．オン

ラインを含めた活動は従来の支部活
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動を補完するうえでも長年検討され

てきた課題だが，今後は早急な対応

が求められる．会員の移動などの影

響もありオンライン化の難しい支部

関連の各種研究会については，その

活動方針の確認を行うとともに，実

践的なデザイン活動を推進するため

の WEB を含めた連携を目指す．また

近畿・中国・四国地区には様々なデザ

イン資源や組織があり，それらを横

断できる組織作りが主要なテーマと

して提案される．これらの活動を通

じて地域間・大学間連携による議論

の創出し，地域ネットワークの拡大

と円滑なコミュニケーションを重視

した支部活動を推進する． 

 道具学会などの他のデザイン系関

連学会支部との共催事業や学生参加

も念頭に入れた新たな支部内の交流

への取り組みを，支部メンバーの協

力を得て検討する． 

 

第５支部 

支部長 田村 良一 
 

2020（令和 2）年度は，10 月下旬，

九州産業大学を会場として，通常の

研究発表大会における口頭発表・ポ

スター発表に準じる「研究発表（口頭

発表形式・ポスター発表形式）」と、

研究や作品が未完であっても発表練

習や聴講者との意見交換などを目的

とする「ライトニングトーク」の 2 発

表区分とする「2020 年度第 5 支部発

表会」を実施する予定である．また，

昨年度に引き続き，PDF 概要集の代

替として「MediaWiki」を利用する予

定である． 
多くの皆様の本発表会への参加お

よび発表を歓迎する．詳細が決まり

次第，第５支部から Web 等を通じて，

会員の皆様へご案内を差し上げる予

定である． 
なお，新型コロナウイルス感染症

の影響から，具体的な実施方法など

について変更する場合がある. 
 

本部事務局 

本部事務局長 佐藤 弘喜 
 

 本年度は新型コロナウィルスの問

題から異例の状況が続いており ,今

後の学会活動についても従来とは異

なる対応が求められると考思われる.

具体的には,理事会や各委員会など

がリモートで行えるように,学会と

してWeb会議システムの契約を行う

予定である.また,事務局業務の効率

化のために,会員管理システムの導

入を計画しており,その準備作業を

進め,次年度より本格的に稼働させ

る予定である.このシステムの導入

により,かねてより懸案であった ,会

員の定着率向上や会費徴収率の向上

も期待される.また,各会員の立場か

らは入会や会費納入などの各種申請

や手続きの利便性向上が期待される.  

 また困難な社会状況が続く中でも

従来同様，各委員会や研究部会，支部

活動に対するサポートなどを推進し，

学会活動を支援していきたい．事務

局は学会の窓口として，今年度も会

員の皆様へのサービスを第一に考え

た対応を心がけていく所存であり，

関係各位のご理解とご協力をお願い

したい． 

 

教育部会 

主査 金子 武志 
 

 年間テーマは特に設定せず関係の

方々からのリクエストや旬な話題に

応じたフレキシブルな研究会を年２

～３回実施する予定.基本的には会

員、非会員問わず誰でも自由に参加

できる場を準備している. 

私たちはデザイン教育を起点に

「教え学ぶ」という人々の根本的な

あり方を広い視野で見つめて行く必

要性をここ数年感じている.「デザイ

ン」が「もの」に対する視点から「こ

と」「こころ」「関係性」にまで広が

りをみせ、同時に非常に多岐にわた

るジャンルや領域を内包しているこ

とから現在では学校教育という枠を

越え,家庭、地域、企業、各種メディ

アなど,社会のあらゆるところに教

育の場と機会が存在する時代となっ

た.今や「デザイン」は一部の専門家

の所有物ではなく,そのための教育

も（教えることも学ぶことも）様々な

立場の人達と共に考えていく時代で

ある.「デザイン」が「自然」「社会」

「人間」を有機的に繋いでいく術で

あるとすれば,デザインの仕事に直

結するデザイナー教育に限らず ,創

造性をはぐくみ人間性を高める教養

としてのデザイン教育もある. 

こどもや老人のためのデザイン生

涯教育,一般企業の中のデザイン教

育,人々が豊かに暮らすための地域

市民のためのデザイン教育．．．.こ

れらについて現在の教育機関を越え

たところで誰もが自由に語り合える

ことを目指していきたい. 

今年度も視野を拡げたテーマを見

つけて多くの方々と対話したいと考

える.具体的な予定としては,201 9年

度に新型コロナウィルス感染症拡大

防止のため開催中止になった,デザ

イン教育研究会の企画『 蒐集につい

ての一考察  ～ モノとの縁、ヒト

との縁  ～  』（発表者：中川  英

之,gallery 坂オーナー）をリニュー

アルして開催する予定.開催時期と

しては,新型コロナウィルス感染症

の影響がある程度終息し,社会活動

全般の回復を注視しながら再調整を

試みる予定. 

 

環境デザイン部会 

主査 山内 貴博 
 

 本年度の環境デザイン部会は「サ

スティナブル環境デザイン」をメイ

ンテーマとし，昨年度から行ってい

る「人口減少時代の環境デザイン」の

あり方を考えることを継続する．人

口減少は現代日本のかかえる切実な

問題であり，都市部の環境デザイン

の実情の考察と今後の方向性を考え

ると共に，過疎化が進む地方の実態

とそこで必要な環境デザインのあり

方を考える内容である．従来の環境

デザインにプラスされた新たな考え

方がそこには必要とされている．SN S
社会においてコミュニティのあり方

も変貌してきている現代，環境デザ

インの見地から地域コミュニティを

如何に取り戻すのかも課題となって

いる．リノベーションのあり方、地方

の農業，林業と環境デザインの接点
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を考えること，廃棄された農地の利

活用や，国産木材の利用法など，より

広範囲な持続可能な環境デザインを

考えることを目指す． 
 活動としては，部会員が全国各地

で行っている研究を，特集号や研究

発表大会を活用しながら情報共有・

相互理解を深め，場合によって当該

事例の視察・見学会を行うことを予

定している．創設時から続く部会の

会報「ED Place」は，これまで同様に，

年間３回の発行を予定している．電

子化による発行を拡大深化するため，

部会内はもちろん，部会外への発信

なども検討する．また，部会員の企

画・実行に関わる様々な支援に努め，

部会の活性化を図る．  

 これら予定は，６月の部会総会で

協議して具体的な内容を定めるが，

積極的に環境デザインを考えるとい

う部会の趣旨の元，上記の他にも追

加企画などを検討していく所存であ

る．部会員相互の研究の深化と実行

を中心に，学会内外の協力を得て，本

年度も活発に進めていきたいと考え

ている． 

 

家具・木工部会 

主査 新井 竜治 
 

●春季大会テーマセッション、キー

ノート講演 

第 67回春季大会（岡山県立大学・

2020年 6月 26～28日）において,テ

ーマセッション - 家具・木工部会：

「伝統的資源と現在学」を開催する

予定であった.また,この枠内で、キ

ーノート講演「木製家具デザインに

おける今後の課題」（石村眞一氏・名

誉会員）を開催する予定であった.し

かし,新型コロナウイルス感染拡大

防止のため,春季大会が中止となっ

たので,上記テーマセッション及び

キーノート講演は中止となった .ま

た,同大会のエクスカーションでは,

岡山県内の家具・木工製造会社・販売

会社を訪問する予定であったが ,そ

れも中止となった. 

●総会 

例年、春季大会の家具・木工部会テ

ーマセッション開始前後に総会を開

催してきた.2020 年度は春季大会が

中止となったため,総会は持ち回り

審議,またはオンラインにて実施す

る予定である. 

●部会報「家具・木工通信」 

家具・木工部会員の原稿で構成する

部会報「家具・木工通信」を発行する

予定である.春季大会で予定してい

たキーノート講演「木製家具デザイ

ンにおける今後の課題」（石村眞一氏）

を所収する予定である. 

●その他 

家具・木工部会の研究発表会・総会の

オンライン開催を検討中である. 

 

デザイン科学研究部会（旧

デザイン理論・方法論部会） 

主査 松岡 由幸 
 

 本年度より，当部会の名称を，従来

の「デザイン理論・方法論研究部会か

ら，「デザイン科学研究部会」へと改

称する. 

もう 10年以上前になるが，本部会

とデザイン塾（松岡主宰）が主導して

立ち上げた「デザイン科学事典編集

委員会」の活動のもと，昨年 10 月に

「デザイン科学事典」（丸善出版）を

上梓した。これに伴い，デザイン科学

の定義・枠組みの共有と現有課題を

明示できたことに伴う，部会名の変

更である. 

本年度は，コロナ禍による春季大

会中止などで例年通りの活動が難し

くなっているが，デザイン塾や教育・

資格委員会との共催を視野に入れ，

デザイン科学の研究と教育をさらに

進めていく. 

 

子どものためのデザイン部会 

主査 赤井 愛 
 

 今年度より大阪工業大学の赤井が

部会主査を務める.残念ながら春季

研究発表大会および部会テーマセッ

ションが中止となったが,５月発行

の特集号「なぜ、子どものためのデザ

インに取り組むのか」を契機として,

さらなる部会活動の充実をはかりた

い.新規入会を含め,学会員の積極的

な参加を期待したい.部会サイトは

以下のとおりである.研究や部会員

の活動に関して積極的に情報共有し

たく,ご希望の方は主査または幹事

までおしらせ頂きたい. 

（ https://www.facebook.com/d esig

n.for.children.jp/） 

 

プロダクトデザイン研究部会 

主査 山崎 和彦 
 

 次年度の主な活動は，１）日本デザ

イン学会春季研究発表大会でのテー

マセッションとオーガナイズセッシ

ョンを予定していたが中止となった

ため、独自のイベントの開催を予定

している. 

２）関連団体(人間中心設計機構，X デ

ザインフォーラム等)とのイベント

の開催，３)プロダクトデザイン研究

に 関 連 す る 情 報 発 信 と 共 有

(Facebook プロダクトデザイン研究

部会)を予定している. 

 

タイムアクシスデザイン研究部

会 

主査 寺内 文雄 
 

昨年度に引き続き，当該分野と関

連の深い「デザイン科学研究部会」と

連携するとともに，様々な領域の

方々と議論を進めていく.それらを

通して，タイムアクシスデザインの

本質や原理の明確化や具現化するた

めの手法を提案していく予定である. 

本年度は特に，AI，IoT，ビッグデ

ータを背景としたデータ駆動と既存

科学知を礎にしたモデル駆動の統合

に着目した時間変化モデルの基礎構

築やそのメカニズムに焦点をあてた

研究活動を推進していく.なお，大き

な組織の改編も実施予定である． 

 

バイオ・メディカルデザイン研

究部会 

主査 國本 桂史 
 

https://www.facebook.com/design.for.children.jp/
https://www.facebook.com/design.for.children.jp/
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 2020年度は，秋季研究発表大会に

おいてオーガナイズド・セッション

「先端医療・ヘルスケアからの社会

へのアプローチ」における発表と活

発な議論から学術的視点に立ったメ

ディカルデザイン：臨床医療デザイ

ン学の検討の場とする事を計画して

いる． 

 2020年度の日本病院学会が新型コ

ロナウィルス感染症により開催中止

の決定がされたことにより、次回開

催される2921日本病院学会において

「HOSPITAL 5.0」と言うテーマでセミ

ナーを行なう． 

9月 26日に，東京の東京都看護協会

会館で開催される日本ヘルスケア・

ダイバーシティ学会の全国大会：大

会テーマ「ダイバーシティええよぉ 

多様性を価値にするマネジメント」

においてセミナーを予定している．

その場で各分野の専門家からの意見

をいただき臨床医療デザイン学分野

での問題解決手法を新たにしていき

たいと考えている． 

 引き続き、バイオメディカル研究部

会では医学、保険学、ヘルスケア、生物

学、工学とデザイン学の境界領域とし

て考えられる広い範囲のテーマに興味を

持つ研究者、技術者、実務者のための場と

なることを目的とし 

（１）バイオメディカルデザインの

枠組みづくり 

（２）バイオメディカルデザインの

方法論や実践を通しての手法の確

立 

（３）バイオメディカルデザインの

実践について研究を行う予定である 

 

情報デザイン部会 

主査 横溝 賢 
 

 情報デザイン研究部会では ,下記の

項目を活動ビジョンとして位置付け

ている. 
・デザイン実践者たちが自らの実践

を題材とし,研究を構築し、継続でき

る文化を創る. 
・個々のデザイン実践について ,研究

として形にしていく場を作る. 
・その上で「デザイン知」について ,
他学会など,多様なフィールド（場）

で議論できる関係をつくっていく. 
・「デザインの実践」を研究のカタチ

にする。さまざまな「実践におけるデ

ザインの知のはたらき」についての

具体的な記述を集める. 
これらのビジョンのもと ,本年度は

春季研究発表大会において「実践者

のデザインの知のはたらき」という

テーマセッションを設け ,実践を研究

の形に整える場づくりを行う予定で

あった.しかしコロナ禍により大会が

中止になったことを受け ,本部会では

部会のセッションをオンラインで実

施する予定である. 
セッションではオンラインという

特性を生かし,社会人や他学会に対し

てもオープンな形で開催する .そして

部会内外からの「デザイン知」を集め ,
実践を研究の形に整えることを目標

とする.このようなオンラインセッシ

ョンを年間で複数回実施することを

通じて,研究者だけでなく学生や社会

人らが自らの実践を持ち寄り ,語り合

うことから,実践を論述するための知

識や技術を学び,他学会へも投稿でき

る活動にしていきたい. 
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2020年度 予算 
〔一般会計〕
■収入の部

予算額
2019年度繰越金 18,127,120 18,127,120

1 会費（現） 16,234,400 正会員＠13,000×1,445名×0.8(徴収率) 15,028,000
学生会員＠6,500×232名×0.8(徴収率) 1,206,400

2 会費（新） 2,090,000 正会員＠18,000×80名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,440,000
学生会員＠6,500×100名(入会金：免除，年会費：6,500) 650,000

3 賛助会員費（現） 920,000 30件 920,000
4 賛助会員費（新） 30,000 ＠30,000×1件 30,000
5 年間購読会員費（現） 1,150,000 ＠25,000×46件 1,150,000
6 年間購読会員費（新） 25,000 ＠25,000×1件 25,000
7 広告費 50,000 ＠50,000×1件 50,000
8 学会誌掲載料 2,595,000 論文掲載料（(＠40,000×8報)×6冊） 1,920,000

作品集審査費（@3000×25件） 75,000
作品集掲載費（＠40,000x15報） 600,000
2019年度作品集掲載費（＠40,000x0件） 0

9 春期研究発表大会 1,000,000 @3,000×200人＋@2,000×200人 1,000,000
10 秋季企画大会 500,000 500,000
11 雑収入 150,000 学会誌売上 50,000

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 100,000
その他 0
寄付 0

計 42,871,520 42,871,520

■支出の部
予算額

本部事務局＆理事会関係 11,189,280
1 本部事務局経費 10,489,280 消耗品代 200,000

運営経費（春季，秋季大会出張費用含む） 200,000
職員給与（＠180,000×12,＠230,000×2）+(@150,000×12, ＠75,000×2) 4,570,000
通勤費（＠6,000x12）＋（@13,820x4, ＠6,000x12) 199,280
施設設備費 350,000
通信費及び電話代金 700,000
印刷代 200,000
雑費 200,000
会費引き落とし経費 150,000
賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000
光熱費 140,000
アルバイト雇用費および時間外手当 700,000
経理業務コンサルタント料 200,000
会員管理システム利用料 400,000
オンライン対応経費 300,000
租税公課 80,000
法人税、住民税及び事業税 0
労災保険料 100,000

2 理事会運営費 700,000 会場借用料、理事会運営経費等 700,000
3 選挙経費 0 選挙に関する費用 0

学会誌審査・編集関係 1,465,000
4 論文審査委員会経費 700,000 700,000
5 作品審査委員会経費 275,000 275,000
6 学会誌編集・出版委員会経費 100,000 100,000
7 特集号編集委員会経費 390,000 第28巻1号編集委員会 130,000

第28巻2号編集委員会 130,000
第29巻1号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 13,741,000
8 印刷費 12,741,000 2019年度論文集（0冊） 0

2019年度特集号（1冊），J-stageへデータ掲載（23巻1号～28巻1号） 3,050,000
2019年度作品集（0冊） 0
論文集（＠30,000×10報）×6冊 1,800,000
特集号（＠2,500,000×2冊） 5,000,000
作品集（＠35,000×20報） 700,000
論文集・作品集のオンディマンド印刷費（＠1000×7冊+@3700×1冊）×130件 1,391,000
概要集CD（150セット） 300,000
封筒代 500,000

9 出版物通信費 1,000,000 郵送料・事務代行料金 1,000,000

項目 予算額内訳

項目 予算額内訳
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大会関係 2,605,000
10 2020年度春期研究発表大会 700,000 700,000
11 2020年度秋季企画大会 500,000 500,000
12 2021年度春期研究発表大会（準備金） 500,000 500,000
13 春季大会概要集編集委員会経費 550,000 活動費 50,000

演題登録システム（PASREG）利用料，データ変換料 500,000
14 春季オーガナイズドセッション費用 0 ＠80,000×4件（中止） 0
15 春季キーノート講演費用 30,000 ＠30,000×1件 30,000
16 学会セミナー費用 100,000 100,000
17 総会準備経費 60,000 総会経費、委任状・資料印刷代 60,000
18 学会各賞選考委員会経費 100,000 資料作成費・記念品代 100,000
19 国際デザイン会議 65,000 国際デザイン会議会費　(500＄) 65,000

国際デザイン会議活動費 0
20 Designシンポジウム補助費 0 0

委員会関係 1,500,000
21 委員会経費 200,000 共通費 200,000
22 研究部会共通経費 500,000 共通費（現行19研究部会） 500,000
23 支部活動補助費 750,000 ＠150,000×5支部分 750,000
24 市販図書企画・編集経費 50,000 編集費 50,000

広報関係 250,000
25 広報費 250,000 大会ポスター・通信費，パンフレット作成費 200,000

ホームページ管理・運営 50,000
その他 12,121,240

26 学協会関連 335,000 学術会議活動費（＠30,000＋＠30,000） 60,000
藝術学関連学会連合シンポジウム分担金 15,000
日本工学会活動費 10,000
日本工学会会費 40,000
CPD協議会会費 50,000
横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000
横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 30,000
日刊工業新聞社 30,000
デザイン関連学会活動費 30,000

27 予備費 11,786,240 11,786,240
計 42,871,520 42,871,520 42,871,520 

 

 

 

 

 

 


